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序

善

応
寺

横

穴

古

墳

群

は
―
古

墳
時

代

末

期

の
墳

墓

群

で
、
仙

台
地

方

の
開
拓
史

上

重
要

な
遺

跡

で
あ

る
ば

か
り

で
な

く

、
当
時

の

東

北
地

方

の
文
化

状

態

を
知

る
上

で
も
非

常

に
貴
重

な
も

の

で
あ

り

ま
す

。

こ
れ

ま

で
過
去

数

回

に
わ

た
り
発
掘

調

査

さ

れ

た

こ
と

が
あ

り

ま

し

た
が

、

そ
れ

ら

は

ご
く

一
部

に
過

ぎ

ま

せ
ん

で
し

た

。

と

こ
ろ
が

、
昭
和

四
十

二
年

、
都
市

計

画
事

業

に
よ

る
鶴

ケ
谷
住

宅

団
地

の
造

成

工
事

が
始

ま

る

に
お

よ
ん

で
、
た

ま

た
ま

こ
れ

の
道

路
計

画
線

が

こ

の
横

穴

古

墳
群

の

一
角

を
横

断

す

る

こ
と

に
な

り

、
お

び
た
だ

し

い
数

の
吉
墳

群

の
保
存

と

、
埋
蔵
文

化

財

と

し

て
の
価
値

が

に
わ
か

に
論

議

さ
れ

ま

し

た

。

こ

の
た

め
仙

台
市

と

し

て
は
急

拠

こ
れ

の
発
掘

調
査

を
行

う

こ
と

と

な
り

、
東

北

大

学
伊

東

信

雄
教
授

、

二
女

高

氏
家
和

典
教

諭

に
依
頼

し

て
調
査

を
進

め

て
い
た
だ

き
ま

し

た

。

こ

の
た

び

そ

の
調
査

結

果

が

ま

と

ま
り

、
学

界

は
勿

論

広

く
文

化

財

に
関

心

を
寄

せ
ら

れ

る
市

民

の
皆

様

に

ご
紹

介

で
き

ま

す

こ

と

は

、
誠

に
よ

ろ

こ
ば

し

い
こ
と

で
あ
り

ま
す

。

ま

た

こ

の
横
穴

古
墳
群

が
仙

台
市

の
指

定

文

化

財

第

一
号

と

し

て
、
昭
和

四
十

二

年

二
月

十

五

日

に
史

跡
指

定

の
告

示

が

な

さ

れ

ま

し
た

の
も

、

こ

の
調
査

結

果

か
ら
生

ま

れ

た
所
産

で
あ
り

ま

す

。

こ

の
貴

重

な
祖

先

の
文

化

遺

産

を
保
護

し

て
い
く

た

め

に
、
今
後

と
も

一
層

の

ご
協

力

を

お
願

い
し

た

い
と
思

い
ま

す

。

ご
繁

務

中

に
も

か

か
わ

ら
ず

鋭
意

こ

の
調
査

並

び

に
報

告
書

の
執

筆

に
あ

た
ら

れ

ま

し

た
伊

東
教

授

、
氏
家

教
諭

、

ま

た
発
掘

調

査

に

ご
協

力

い
た

だ

い
た
東

北

学
院

大

学

考

古

学

研
究

班

員

、

二
女
高

社
会

科
部
員

の
諸

君

、

そ
し

て
地

元
有
志

の
方

々
に
深
甚

な

る
感
謝

を
申

し
あ
げ

ま
す

。

昭
　
和

　
四
十
三
　
年
　
一二
　
月

仙

台
市

教

育
委

員

会

教

育

長

一局

槻

英

男
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版

目

次

第

一
　

仙

台

市

内
横
穴

古
墳
分
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図

第

二
　

１
　

横
穴
群
周

辺
地
域
全
景

２
　

今
次

発
掘
地
点

周

辺

第

二
　

１
　

横
穴

の
開

口
状
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２
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塞
石
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状
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四
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１２
号
墳

の
状

況

第

五
　

１
　

１６
号
墳

の
発
掘
状

況

２
　

１６
号
墳
玄

門
状

況

第

六
　

１
　

１６
号
墳
玄
室

内

の
状
況

２
　
１６

・
Ｖ
号
墳

の
状

況

第

七
　

１
　

１７
号
墳
閉
塞
石

の
状

況

２
　

１７
号
墳
碧

玉

製
管

玉
出

土
状

況

第

八
　

ｌ
　

Ｖ
号
墳
長

頸
瓶
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一
、
緒

ロ

仙
台
市

の
北
側

に
連
な
る
台

の
原
丘
陵
は
、
東

に
延
び
て
仙
台
平
野

の
北
部

に
達
し

て
い
る
が
、
本
横
穴
群
は
、
そ
の
東
縁
部

の
丘
陵
傾
斜
面
上
に
造
成
さ

れ
た
古
墳
時
代
末
期

の
吉
墳
群

で
あ
る
。
東
北
本
線
東
仙
台
駅
か
ら
は
、
北
方

九
〇
〇

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
臨
済
宗
善
応
寺

の
裏
手
、
す
な
わ
ち
仙
台
市
燕
沢
字

西
山

二
〇
番
地
内
に
位
置

（図
版
第

一
）
し
、
古
く
か
ら
開

日
し

て
い
た
こ
と

も
あ

っ
て
早
く
か
ら
世

に
紹
介
さ
れ
、
善
応
寺
横
穴
群
な
る
名
称

で
、
東
北

の

代
表
的
横
穴
と
さ
れ
、
全
国
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ

て
き
た
。

こ
の
横
穴
群
を
最
初
に
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
界
に
報
じ
ら
れ
た

の
は
斎
藤
忠
氏
で
、
考
古
学
雑
誌
二
三
巻
三
号
に
は
、
二
基
の
横
穴
の
状
況
と

出
土
遺
物
の
概
況
が
掲
載
さ
れ
て
い
私
。
そ
の
折
に
発
掘
さ
れ
た
横
穴
の
一
つ

は
図
版
第
二
二
に
示
し
た

「改
造
３
」
の
横
穴
で
、
戦
時
中
に
陸
軍
の
弾
薬
庫

と
な

っ
た
た
め
に
、
現
在
造
成
当
時
の
面
影
は
全
く
な
い
。
他
の

一
つ
は
、
本

横
穴
群
が
善
応
寺
北
側
で
弧
を
描
い
て
東

へ
延
び
、
ち
ょ
う
ど
善
応
寺
か
ら
田

を
狭
ん
で
束
方
に
位
置
す
る
丘
陵

（図
版
第

一
）
の
南
傾
斜
面
上
に
遺
存
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
多
年
の
風
雨
に
よ
る
侵
蝕
作
用
が
著
る
し
く
、

現
在
、
玄
室
天
丼
部
の
半
ば
ま
で
落
盤
し
て
い
る
。

こ
の
二
基
の
他
に
、
本
横
穴
群
に
は
自
然
開
日
し
た
も
の
も
か
な
り
あ

っ
た

が
、
そ
れ
ら
は
戦
時
中
に
そ
の
ま
ゝ
、
あ
る
い
は
改
造
さ
れ
て
防
空
壕
に
使
用

さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
風
化
作
用
が
著
る
し
い
と
こ
ろ
か
ら
、
戦
後
、
そ
れ
ら

の
実
測
図
作
成
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。
伊
東
は
、
昭
和
二
三
年
に
は
開
口

し
た
数
基
を
実
測
し
、
そ
の

一
部
を
仙
台
市
史
３

・
別
編
１
に
掲
載
し
た
し
、

昭
和
二
五
年
に
は
、
本
丘
陵
南
端
部
の

一
基
を
、
加
藤
孝

・
小
野
力

・
大
泉
重

治

・
高
橋
栄

一
郎
の
諸
氏
が
発
掘
調
査
し
た
。
昭
和
二
五
イ
三
六
年
に
は
、
氏

家
が
新
た
に
二
基
を
発
掘
、
そ
の
他
の
開
日
し
て
い
る
横
穴
の
流
入
堆
積
上
の

除
去
作
業
、並
び
に
実
測
図
作
成
の
作
業
を
実
施
し
、考
吉
学
雑
誌
四
八
巻

一
号

に
戦
後

の
調
査
分

の
成
果
を
集
成
し
て
報
告
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
善
応
寺
横
穴
群

の
ご
く

一
部

に
あ
た
り
、
発
掘

調
査
分
が
計
五
基
に
と
ど
ま
る
た
め
、
横
穴
群
全
体

の
価
値

に

つ
い
て
は
依
然

と
し
て
不
明
確

で
あ
り
、
そ
の
分
布
報
囲

に

つ
い
て
も
曖
味
な
ま

ゝ
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
周
辺

（図
版
第

二
）
が
、
仙
台
市

の
鶴
が
谷
団
地
造
成

予
定
地
、
都
市
計
画
路
線

の
設
定
予
定
地
と
し

て
侯
補

に
の
ぼ
り
、
こ
の
横
穴

群

の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が
改
め
て
論
議
さ
れ
、
加
え
て
そ
の
分
布
範
囲
が

問
題
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
二
年
六
月
、
仙
台
市
教
育
委
員
会

は
、
こ
の
横
穴
群

の
学
術
調
査
を

企
画
さ
れ

て
、
筆
者
ら
に
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
八
月

一
二
日
よ
り

二
六
日
に
至

る
ま

で
の

一
五
日
間

に
わ
た
り
発
掘
調
査
を
、　
一
一
月

一
一
日

一
二
日
の
二
日

間
に
補
足
追
加
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
団

の
構
成
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

硼

発

掘

主

体

仙
台
市
教
育
委
員
会

一 ユー



調
　
査
　
員

東
北
大
学
教
授

宮
城
県
第

二
女
子
高
等
学
校
教
諭

調
査
補
助
員

東
北
学
院
大
学
学
生

クク″

山
形
大
学
学
生

宮
城
県
佐
沼
高
等
学
校
生
徒

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校
社
会
部
生
徒

調
査
援
助
者

東
北
大
学
教
授

(3)

小

山

佐

々
木

佐

々
木

佐
　
野

ハ
「
　
　
臨
剪

秋

山

氏

家

(4)

宮
城
県
教
育
庁
社
会
教
育
主
事

臨
済
宗
善
応
寺
住
職

（地
主
）

東
北
大
学
文
学
部
学
生

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校
社
会
部
卒
業
生

口
　
作
　
業
　
員

延
　
七
十
七
名

（本
調
査
の
み
）

調
査
の
目
的
は
、
本
横
穴
群
の
学
術
的
価
値
究
明
と
横
穴
群
の
分
布
を
把
握

す
る
こ
と
で
あ

っ
た
か
ら
、
盗
掘
の
厄
に
あ

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
地
点
を

選
定
し
、
横
穴

の
密
集
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
作
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
新
た
に
八
基

の
横
穴
を
発
掘
、
二
基

の
横
穴

の
存
在
を
確
認
、

六
基

の
横
穴

の
埋
没
位
置
を
お

ゝ
よ
そ
推
定
し
え
た
。
発
掘
し
た
横
穴

で
は
、

そ
の
構
造
上

の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
副
葬
品
関
係

で
も
、
従
来
出
上
し

な
か

っ
た
遺
物
を
多
数
発
見
し
え
て
、
学
術
的

に
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が

で
き
た
。
横
穴

の
調
査
基
数

の
総
計
は
、
戦
後
調
査
分
を
含

め
て
三
二
基

に

達
し
た
こ
と
に
な
り
、　
一
地
区
群

の
横
穴
調
査
と
し

て
は
決
し
て
不
足
な
数

で

は
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
幾

つ
か
の
未
知

の
問
題
を
解
く
糸

日

と
も
な
ろ
う
。

よ

っ
て
、
本
報
告
書

で
は
、
戦
後
調
査
分
を
含

め
て
そ
の
二
三
基

に

つ
い
て

状
況
を
報
告
し
、
新
た
に
考
察
を
加
え

て
み
る
こ
と
と
し
た
次
第

で
あ
る
。

二
、
横

穴

の
分

布

状

況

各
横
穴
の
名
称
は
、
主
と
し
て
調
査
の
順
序
に
よ
る
も
の
で
、
１
１
２５
の
番

号
を
付
し
た
。
こ
の
う
ち
１
１
１５
号
ま
で
が
、
過
年
度
調
査
を
実
施
し
た
分
で

あ
り
、
‐６
１
２３
号
ま
で
が
今
回
の
調
査
に
ゴ
る
も
の
で
あ
る
。
２４

・
２５
号
は
精

査
し
て
い
な
い

（図
版
第
二
二
イ
二
四
）
。

本
地
区
横
穴
群
が
、　
一
段
状
た
横
に
並
列
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
数
段
状

に
密
集
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
実
際
に
発
掘
し
て
確
認
す
る
ま
で
に
は
至
ら

氏 伊

家 東

和 信

典 雄

中 星 志 高

六 島   間 橋

久 恵 泰 富

名 寿 晃 治 雄

坐貞 俊 秀   安 章
O
名子 郎 子 進 彦 悦 弘
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な
か

っ
た
が
、
開
山
堂
裏
の
地
区
に
お
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
を
使
用
し
て
探

索
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
三
段
も
し
く
は
四
段
状
に
密
集
す
る
傾
向
を
示
す
模

様
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
精
査
を
実
施
し
た
二
三
基
の
横
穴
、
並
び
に
す
で

に
改
造
さ
れ
て
い
る
四
基
の
計
二
七
基
の
横
穴
は
、
最
上
段
に
位
置
す
る
横
穴

と
考
え
る
こ
と
が
充
分
に
可
能

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
１
１
１３
号
ま
で
の
横
穴
は
、

最
上
段
に
位
置
す
る
全
て
の
横
穴
で
、
こ
れ
ら
の
中
間
に
埋
没
し
て
い
る
横
穴

は
、
少
な
く
と
も
最
上
段
に
は
存
在
し
な
い
。

‐３
号
と
１４
号
の
間
、
１４
号
と
２２
号
の
間
、
１５
号
と
２０
号
の
間
な
ど
は
、
現
在

か
な
り
の
間
隔
を
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
幾

つ
か
の
横
穴
の
存
在
を
想

定
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
部
分
で
は
精
査
を
実
施
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
２０

号
か
ら
２２
号
ま
で
の
密
集
度
を
以
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
想
像
で
き
よ
う
が
、

崖
面
の
崩
壊
で
横
穴
が
完
全
に
埋
没
し
て
い
る
模
様

で
、
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
の
使

用
を
困
難
に
し
て
い
る
。
改
造

１
号

・
２
号
は
、
と
も
に
横
穴
で
あ

っ
た
も
の

を
防
空
壕
に
改
造
し
た
と
推
定

で
き
、
改
造

２
号
に
は
、
側
壁
下
半
部
に
往
時

の
面
影
を
と
ど
め
る
の
み
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
１５
号
か
ら

１９
号
の
部
分
で
は
、

３
号
１
１３
号
、
２０
号
１
２２
号
の
部
分
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
密
集
度
が
高
い
が
、

‐９
号
よ
り
北
方
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
迄
の
間
に
は
、
少
な
く
と
も
最
上
段
の
レ
ベ

ル
に
横
穴
は
造
成
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
１９
号
墳
調
査
の
際
に
体
験
し

た
よ
う
に
、
こ
の
地
点
の
凝
灰
岩
層
が
非
常
に
も
ろ
く
、
横
穴
の
造
成
に
適
し

て
い
な
い
こ
と
に
基
づ
く
も
の
ら
し
い
。
こ
の
地
点
に
お
け
る
覆
土
は
か
な
り

に
厚
く
、
下
方
に
遺
存
す
る
で
あ
ろ
う
横
穴
の
確
認
は
な
し
え
な
か

っ
た
。
改

造

３
号

，
４
号
は
、
改
造

１

・
２
号
と
同
じ
く
、
本
来
、
横
穴
で
あ

っ
た
も
の

を
防
空
壕
に
改
造
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
改
造

３
号
は
、
昭
和
初
年

に
斎
藤
忠
氏
が
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
地
域
に
は
、
横

穴
が
列
を
な
し
て
開
山
堂
の
裏
手
に
連
な
る
と
推
定
で
き
る
が
、
覆
土
厚
く
、

埋
没
横
穴
の
地
点
確
認
も
困
難
で
、
わ
ず
か
に
、
改
造

３
号
と
４
号
の
中
間
に

一
基
埋
没
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
の
使
用
に
よ

っ
て
推

定
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

開
山
堂
裏
側
地
区
に
は
、
か
な
り
の
横
穴
群
が
推
定
で
き
る
が
、
松

・
杉
の

老
木
並
び
に
雑
木
が
密
生
し
、
発
掘
は
容
易

で
は
な
い
。
２４
号
墳
は
、
す
で
に

裏
側
に
あ
た
る
北
側
丘
陵
が
削
ら
れ
断
崖
と
な

っ
て
玄
室
を
失
い
、
現
在
、
玄

門
部
内
側
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
上
段
の
横
穴
と
考
え
ら
れ
る
。

開
山
堂
右
後
方

の
推
定
横
穴
６
号
は
、
お
そ
ら
く
最
下
段
も
し
く
は
そ
れ

に
近
い
低
位
置
の
横
穴
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
、
こ
の
間
に

一
段
か
二
段
の
横

穴
の
埋
没
が
推
定

で
き
る
。
こ
れ
ら

の
横
穴
は
、
開
山
堂
右
側
の
現
在
の
墓
地

に
連
な

っ
て
、
善
応
寺
の
東
方

へ
と
延
び
る
弯
曲
し
た
丘
陵

へ
続
く
模
様
で
あ

る
。
斎
藤
氏
が
発
掘
さ
れ
た
奥
室
を
有
す
る
横
穴
は
、
こ
の
善
応
寺
東
側
丘
陵

の
南
傾
斜
面

に
位
置
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
本
地
域
の
精
査
は
そ
の
後
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

１
号
墳
か
ら
１９
号
墳
に
至
る
地
域
の
裏
側
の
傾
斜
面
に
も
幾

つ
か
の
横
穴
が

想
定
で
き
る
。
現
に
２５
号
装
は
す
で
に
開
口
し
、
今
次
調
査
の
際
に
は
野
良
犬

の
巣
窟
と
化
し
て
い
た
。
こ
の
裏
側
地
区

一
帯
の
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
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善
応
寺
横
穴
辞

の
分
布
状
況
は
、
お

ゝ
よ
そ
以
上

の
通
り

で
あ
る
が
、
要
す

る
に
本
横
穴
群
は
善
応
寺

の
裏
山
を
中
心
に
造
成
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
数
は
、

お

そ
ら
く

一
〇
〇
基

を

は

る
か

に
超
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら

の
う
ち
戦

後
調
査
分

二
三
基

に

つ
い
て
、
次

い
で
そ
の
調
査
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
に
し

卜
，
，
。

三
、
各

横

穴

の

状

況

１
、
過
年
度
調
査
分

１
号
墳

（図
版
第
二
五
）

丘
陵
の
南
端
部
に
位
置
し
、
現
在
、
羨
道
部
は
完
全
に
崩
壊
し
て
い
る
し
、

玄
門
部
の
落
盤
や
剣
離
も
著
し
い
。
昭
和
二
四
年
に
調
査
が
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
記
録
を
整
理
前
に
火
災
に
よ

っ
て
焼
失
し
て
い
る
の
で
、
本

横
穴
に
関
し
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
報
告
に
掲
載
の
本
横
穴
の
実
測

図
は
、
昭
和
三
五
年
の
調
査
の
際
に
再
実
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

玄
室
は
幅
の
割
り
に
高
さ
が
低
く
、
本
横
穴
群
中
で
は
小
形
の
部
類
に
属
す

る
。
出
土
遺
物
は
、
土
師
器
の
郭
四
点

（図
版
第
二
二
）
が
、
羨
道
床
面
上
の

堆
積
層
中
に
包
含
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
糸
切
技
法
の
痕
を
有
す
る
斥

一
点

（図
版
第
三
二

・
４
）
は
、
堆
積
上
の
上
面
近
く
よ
り
出
土
し
た
と
記
憶
さ
れ

て
い
る
。

２
号
墳

（図
版
第
二
五
）

玄
室

の
天
丼
部
が
家
型
を
呈
し
て
お
り
、
本
横
穴
群
中

で
家
型
を
呈
す
る
も

の
と
し

て
は
、
唯

一
の
例

で
あ
る
。
そ
の
家
型
も
東
北
地
方

で
は
珍
ら
し

い
四

角
錐
台
を
呈
す
る
も

の
で
、
伏
斗
式
と
も
称
す

べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
実
は

こ

の
天
丼
部
を
仔
細

に
検
討
す
る
と
き
、
最
初
か
ら
こ
の
種

の
形
態
を
意
図
し

て

造

っ
た
も

の
で
は
な
さ
そ
う
に
思
え
る
。
天
丼
上
面

に
堅

い
平
面
岩
層
が
あ
り
、

造
成
途
上
、
そ
の
下
に
接
す
る
部
分
が
も
ろ
く

て
剣
離
し
た
こ
と
に
よ
り
、
途

中

で
変
更
し
た
も

の
と
み
る
こ
と
が
正
し
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る

よ
う
に
、

１９
号
墳
玄
室
天
丼
部

の
造
成
技
法
と
共
通
す
る
要
素
を
見
出
し
う
る

か
ら

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
宝
形
造
り
の
天
丼
と
み
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

玄
室

の
側
壁
と
天
丼
壁

の
境
界
に
は
、
側
壁
面
を
全
体
的
に
外
方

に
突
出

さ
せ

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軒
回
り
の
線

を
表
わ
し
た
も

の
は
、
福
島
県
地
方

に
多

い
整
正
系
横
穴

に
類
似
し
た
印
象
を

与
え
る
が
、
実
は
こ
の
２
号
墳

で
は
、
こ
の
軒
回‐
げ
線
は
整
正
系

の
そ
れ

で
は

な

い
。
す
な
わ
ち
、
整
正
系

の
場
合

に
は
、
側
壁
面
よ
り
も
屋
根
面

の
側
を
外

方

に
え
ぐ

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
側
壁
全
面
を
外
方

に
張
り
だ
す
と

い
う
技

法
を
採

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
整
正
乗
横
穴

の
模
擬
形
態
も
し
く
は
退
化

形
態
と
み
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

本
横
穴

は
す

で
に
開
日
し
て
い

た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
玄
室
床
面

の
損
壊
が

目
立

っ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
台
床
と
か
棺
座
と
か
云
わ
れ
る
よ
う
な
、
遺
体
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や
棺
を
安
置
す
る
た
め
の
特
殊
施
設
は
、
と
く
に
認
め
ら
れ
な

い
。
本
横
穴
群

に
お
け
る
他

の
横
穴
と
同
じ
く
無
棺
座
横
穴
と
す

べ
き
も

の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
こ
の
２
号
墳

の
興
味
深

い
特
徴
と
し
て
は
、
玄
室
前
壁

に
お
い
て
、

玄
門
を
め
ぐ

っ
て

一
〇
五

セ
ン
テ
四
方

の
部
分
が
、
前
方

に
向

っ
て

一
〇

セ
ン

チ
ほ
ど

う
が

た
れ

て
い
る

こ
と

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
木
製

の
蓋
状

の
も

の
が
、

内
側

よ
り

は

め

こ
ま
れ

た
も

の
で
は
な
い
か
と
想
像

で
き
る
が
　
古
墳
と
し

て
の
本

横
穴

に
付
属
す
る
施
設
と
み
る

べ
き
か
否
か
は
大

い
に
疑
間

の
あ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

玄
門

の
外
側
、

つ
ま
り
羨
道
部

の
玄
門
沿

い
に
お
い
て
、
床
面
が
八

セ
ン
テ

ほ
ど

の
段
落
を
示
し
て
い
る
し
、
こ
の
床
面
を
仔
細

に
観
察
す
る
と
、
羨
道
右

側
壁
か
ら
二
〇
セ
ン
テ
ほ
ど

の
部
分

に
わ
た

っ
て
濤
状

の
あ
と
を
留
め
て
い
る

か
ら
、
閉
塞

の
た
め
の
蓋
、
も
し
く
は
扉
が
立

て
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ

こ
の
位
置
が
至
当

で
あ
ろ
う
。

羨
道
床
面
全
面

に
わ
た

っ
て
の
堆
積
土

の
除
去

は
と
く
に
実
施
し

て
い
な
い

が
、
玄
門
近
く
の
羨
道
床
面
上
か
ら
、
内
側
に
弧
文

の
あ
る
須
恵
器

甕
の
体
部

破
片
が

一
点
出
土
し

て
い
る
。

３
号
墳

（図
版
第
二
五
）

玄
室
立
面
形
は
ア
ー
テ
型

（か
ま
ぼ
こ
型
）
を
呈
し
、
平
面
形
は
略
方
形
、

床
面
の
周
壁
沿
い
に
は
、
幅
六
セ
ン
テ

・
深
さ
三
セ
ン
チ
程
度
の
濤
を
周
ら
し

て
い
る
。
玄
室
前
壁
に
は
、
玄
門
部
両
壁
の
略
中
位
に
二

一
セ
ン
チ
×
一
八
セ

ン
チ
、　
三
ハ
セ
ン
チ
×

一
六
セ
ン
テ
の
穴
が
、　
一
〇
セ
ン
テ
ほ
ど

の
深
さ
に
穿

っ
て
あ
る
。

２
号
墳

の
こ
の
部
分
と
は
趣
き
を
異

に
し
て
い
る
が
、　
一
種

の

「

カ
ン
ヌ
キ
穴
」
と
推
定

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
も

の
は
、
各
横
穴

の
状
況
を
示

し
た
第

一
表

に
掲
げ
た
よ
う
に
、

５
号

。
９
号

。
１０
号
墳
な
ど
に
も

み
ら
れ
る

現
象

で
、
横
穴
造
成
当
時

の
施
設
と
み
る
に
は
疑
点

の
わ
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。

玄
門
前
端
部

の
床
面

に
は
、

２
号
墳
と
異
り
、
主
軸

に
直
交
す
る
溝
が
施

こ
さ

れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
こ
そ
、
玄
門
閉
塞

に
利
用
さ
れ
た
設
備
と
推
定
さ

れ
る
。
本
横
穴
も
、
実
測
調
査
を
実
施
し
た
の
み
で
、
羨
道
部
床
面
全
面

に
わ

た

っ
て
の
堆
積
土

の
除
去
は
実
施
し
て
い
な

い
。

４
号
墳

（図
版
第
二
ｏ

本
横
穴
は
、
玄
門
部

に
、
後
世
積

み
上
げ
ら
れ
た
土

に
よ

っ
て
、
天
丼
部

に

や
ゝ
隙
間

の
で
き
る
程
度

で
埋
ま

っ
て
い
た
。
玄
門
外

の
床
面
を
検
出
す
る
こ

と
に
努

め
た
結
果
は
、

６
号

・
■
号
墳
な
ど
に
み
ら
れ
る
閉
塞
用
河
原
石

の
名

残
り
を
検
出
し
え
た
。
玄
室
内
は
、
後
世
流
れ
こ
ん
だ
上

で
充
満
し
て
い
た
が
、

堆
積
土
壊

の
下

の
床
面
上
に
は
、
厚
さ
八

セ
ン
テ
ほ
ど

の
有
機
物
包
含
土
層
が

み
ら
れ
、
奥
壁
近
く
か
ら
は
人
骨
片
と
、
玄
室
中
央
部

に
か
け
て
大
臼
歯

二
本

・
小
臼
歯

一
本

・
切
歯

一
本

の
計
四
本
が
発
見
さ
れ
た
。
お

ゝ
よ
そ
当
時

の
埋

葬
人
骨

の

一
部
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
東
北
大
学
医
学
部

・
浦
良
治
博
士

の
鑑
定

に
よ
る
と
、
大
腿
骨
片
は
壮
年
男
子
と
判
定

で
き
る
由

で
、
骨
片
が
右

二
本

・
左

一
本
分
検
出
し
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
一体
分
と
結
論
さ
れ
た
。
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本
横
穴
は
、
玄
室
立
面
形

（横
断
面
）
が
や

ゝ
尖
頭
形

の
ア
ー
テ
型
に
属
し
、

平
面
形
は
、
前
後

に
長

い
長
方
形
を
呈
し

て
い
る
。
玄
室

の
前
壁

に
は

３
号
墳

の
よ
う
な
カ
ン
ス
キ
穴

の
遺
存
は
な

い
。
ま
た
玄
門
部

の
外
側

で
も
、
床
面
上

に
段
落

や
溝

の
施
設
を
も
た
な
い
が
、
床
面
上
に
残
る
河
原
石

に
よ

っ
て
、
こ

こ
で
閉
塞
を
実
施
し
た
こ
と
は
確
実
と

い
え
よ
う
。
玄
門
部

の
前

は
直
ち
に
前

庭
と
な

っ
て
い
る
模
様

で
、
そ
の
形
態
は

６
号

・
■
号
墳
同
様

に
、
本
横
穴
群

で
は
例
外
的
要
素
が
強

い
。

５
号
墳

（図
版
第
二
六
）

本
横
穴
は
、

３
号
墳
と
ほ
ぼ
類
似

の
構
造
を
示
し
て
い
る
。
異
な
る
点

は
、

玄
室
と
玄
門
の
床
面
に
三

セ
ン
テ
ほ
ど
の
落
差
が
み
ら
れ
る
こ
と
位

で
あ
ろ
う
。

こ
の
５
号
墳
も
、
完
全

に
開

日
し
て
い
た
も

の
を
実
測
し
た
の
み
で
、
羨
道
部

全
面

に
わ
た
る
堆
積
上

の
除
去
を
実
施
し
て
い
な

い
。

６
号

墳

（図
版
第
二
の
上
、
第

二
一〇

４
号
墳
同
様

に
、
玄
門
部

に
堆
積
し
た
土

に
よ

っ
て
埋
め
ら
れ

て
い
た
。
玄

門
外

の
床
面
を
露
出

さ
せ
る
こ
と
に
努
め
た
結
果
、
こ
れ
ま
た
玄
門
閉
塞
用
と

推
定

で
き
る
河
原
石
群

の

一
部
遺
存
を
確
認
し
た
。
河
原
石

の
他

に
、
こ
こ
で

は
凝
灰
岩

の
切
石
も
使
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
、
河
原
石
に
囲
ま
れ

た
風
化
し
た
凝
灰
岩
塊
が
認
め
ら
れ
る
。
玄
室
内
は
盗
堀

の
痕
が
歴
然

で
、
何

ら
の
遺
物
も
発
見
さ
れ

て
い
な

い
。

玄
室
立
面
形
は

ア
ー
チ
型
、
平
面
形
は
や
ゝ
歪

の
前
後

に
長

い
長
方
形
を
呈

し
て
い
る
。

４
号
墳
と
同
様

に
、
玄
室
前
壁

に
カ
ン
ス
キ
穴
も
な
く
、
ま
た
玄

門
外

の
床
面
に
も
段
落

や
溝

の
施
設

は
な

い
。

７
号
墳

（図
版
第
二
六
）

玄
室
立
面
形
は

ア
ー
テ
型
、
平
面
形
は
長
方
形
を
呈
す
る
。
天
丼
ま

で
の
高

さ
が
低
く
、
玄
室
か
ら
玄
門

へ
か
け
て
の
天
丼

の
変
化

は
、
剣
離
現
象
も
あ

っ

て
確
認

で
き
な

い
。
玄
室
床
面

の
中
央
部

に
は
、
奥
壁
近
く
か
ら
玄
門
に
向

っ

て
傾
斜
す
る
排
水
濤
が
み
ら
れ
る
。
玄
門
側
壁

の
状
況
は
崩
壊
度
顕
著

で
観
察

を
不
可
能

に
し
て
い
る
。
玄
門
前

の
地
積
土

の
除
去
は
と
く
に
実
施
し
て
い
な

い
。

８
号
墳

（図
版
第
二
七
）

本
横
穴
は
、
こ
の
地
区

の
横
穴
群
中
に
あ

っ
て
は
も

っ
と
も
低
位

（図
版
第

二
三
）
に
あ
る
。
調
査
前
、
羨
道
天
丼
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
程
度

で
、
内
部

は
土

の
流
入
に
よ

っ
て
、
天
丼
近
く

の
僅
か
な
空
間
を
残
す
の
み
で
充
満
し

て

い
た
。
流
入
土

の
除
去

に
努

め
た
結
果
は
、
羨
道
部

で
は
床
面
よ
り

一
五
セ
ン

チ
か
ら

二
〇
セ
ン
テ
程
度

の
凝
灰
岩
粒
子
水
成
堆
積
層
を
認
め
え

て
、
そ
の
層

の
中

に
は
須
恵
器
長
頸
壺

（図
版
第
二
四

・
２３
）
、
土
師
器
外

（図
版
第
二
二

・
５
）
、
蓋
付
き
婉

（図
版
第
‐
４
八

・
３
、
第
二
二

・
１３

・
望
）
、
鉄
刀

（図

版
第
二
七

・
１
）
片
な
ど
が
遺
存
し
て
い
花
。
と
こ
ろ
が
玄
室
内
は
、
後
世

の
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第 1表 各 横 穴 の 概 要
こ
の
５
号
墳
も
、
完
全
に
開
日
し
て
い
た
も

の
を
実
測
し
た
の
み
で
、
羨
道
部

全
面

に
わ
た
る
堆
積
土

の
除
去
を
実
施
し
て
い
な
い
。

６
号
墳

（図
版
第
二
の
上
、
第
一〓
Ｃ

４
号
墳
同
様
に
、
玄
門
部

に
堆
積
し
た
土
に
よ

っ
て
埋
め
ら
れ

て
い
た
。
玄

門
外

の
床
面
を
露
出

さ
せ
る
こ
と
に
努
め
た
結
果
、
こ
れ
ま
た
玄
門
閉
塞
用
と

推
定

で
き
る
河
原
石
群

の

一
部
遺
存
を
確
認
し
た
。
河
原
石

の
他

に
、
こ
こ
で

は
疑
灰
岩
の
切
石
も
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
河
原
石
に
囲
ま
れ

た
風
化
し
た
凝
灰
岩
塊
が
認
め
ら
れ
る
。
玄
室
内
は
盗
掘
の
痕
が
歴
然
で
、
何

ら
の
遺
物
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

８
号
墳

（図
版
第
二
七
）

本
横
穴
は
、
こ
の
地
区

の
横
穴
群
中
に
あ

っ
て
は
も

っ
と
も
低
位

（図
版
第

二
三
）

に
あ
る
。
調
査
前
、
羨
道
天
丼
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
程
度

で
、
内
部

は
上

の
流
入
に
よ

っ
て
、
天
丼
近
く
の
僅
か
な
空
間
を
残
す
の
み
で
充
満

し
て

い
た
。
流
入
上

の
除
去

に
努
め
た
結
果
は
、
羨
道
部

で
は
床
面
よ
り

一
五

セ
ン

チ
か
ら

二
〇
セ
ン
チ
程
度

の
凝
灰
岩
粒
子
水
成
堆
積
層
を
認
め
え

て
、
そ
の
層

の
中
に
は
須
恵
器
長
頸
壺

（図
版
第
二
四

・
２３
）
、
土
師
器
外

（図
版
第
二
二

・
５
）
、
蓋
付
き

婉

（図
版
第

一
八

・
３
、
第
二
二

・
１３

・
‐４
）
、
鉄
刀

（図

版
第
二
七

・
１
）
片
な
ど
が
遺
存
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
玄
室
内
は
、
後
世

の

(数字の単位はセンチメー トル)

玄 室 玄 羨 道

長   さ 幅 高  さ 立面形 濤 み
穴

長  さ 幅 高  さ 立面形 閉塞濤 段  落 閉塞石 み
穴

長  さ 幅 高   さ 立面形 溝

185 170 錦
ドーム ? な  し

9 ワ , 9 ? ? , 9 9 9 , 9 ? ,

2 240 250
170 姿曇形) 有 有 60 100 アーテ 有 ? , な  し

０
上
０
以 158 150 アーテ ?

3 191 200 125 アーテ 有 有 80 110 四  角 有 9 な  し
240
妊 125 125 四  角 な  し

4 195 130 107 尖頭 な  し な  し 50 70 ? テーテ ? 有 ? 有 , (50?) (6 0)

5 177 156 110 アーチ 有 有 60 65 105 四  角 有 な  し
０
上
２
以 100 120 四  角 な  し

6 230 150 110 アー チ な  し な  し 80 70 100 アーテ 有 , (110?) (125)

7 200 145 90 アーテ ? 有 9 ? 9 ワ , ? 9 , 9 ワ 9 ? 9

8 165 196 120 アーチ な  し 9 70 100 , 有 な  し な  し
230
以上 135 150 アーチ 有

9 200 245 130 妍 , 有 65 85 120 四  角 有 な  し
０
上
５
以 145 145 四角 ? 有

10 205 180 125 アーテ 9 有 65 70 100 有
ワ な  し ３。姓

135 115 アーテ な  し

370 245 160 アーテ 有 な  し 95 80 100 アーテ な  し , 有 な  し

12 225 215 155 ドーム 有 な  し 55 100 アーテ な  し な  し 有 な  し 240
以上 140 130 アーチ 有

13 164 アーテ な  し な  し 60 60 85 アーテ ? な  し 有 有 ? , (100) な  し

14 245 220 140 ドーム 有 な  し 95 85 90 アーチ な  し 有 有 な  し
０

上

０

以 150 125 戸―テ な  し

15 180 170 115 アーチ な  し 有 65～
80

95 四  角 , , 有
０

上

２

以 115 9 アーテ 9

16 200 220 115 ドーム 蜜  し な  し 100 60～ 80 アーテ 有 有
‐
? な  し

340? 105 125 アーチ な  し

７
室
１
前
175 182 , 9 な  し な  し ５

内
２
以

9 ワ 有  ? な  し な  し 9 130 9 な  し

17
後室
160 145 110 効

ドーム
有 な  し 90 アーチ 有 有 有 な  し

18 160 165 (ド ーム?) 低  し な  し 100 65 ? , 有 有 9 9 135? , ワ な  し

19 285 245 165 ドーム ? 有 な  し 115 90 104 アーチ な  し 有 有 有 9 235 165 アーチ 有

20 190 188 , (ド ーム?) な  し な  し 60 65 , 9 な  し な  し 有 ０

上

７

以
150 9 9 な  し

21 175 140 9
な  し な  し 55 65 9 (ア ーテ?) 有 有 なし ? ０

上

８

以
100 9 9 な  し

22 180 150 120 アーテ な  し な  し 9 , 有 有 な  し ０
上
７
以
100 9 , な  し

23 220 一
〇

(140? ドーム な  し な  し 90 9 有 有 な  し 170 135 , , 有



盗
掘

に
よ
る
攪
乱
し
た
痕
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
、
伺
ら
の
遺
物
を
も
検
出

で

き
な
か

っ
た
。

玄
室

の
立
面
型
は

ア
ー
テ
型
、
平
面
形
は
奥
行

に
比
し

て
横
幅

の
や
ゝ
長

い

程
度

の
も

の
で
、
床
面
上
に
は
排
水
濤

の
施
設
な
ど
は
み
ら
れ
な

い
。
玄
室
前

壁

の
カ
ン
ヌ
キ
穴
状

の
存
在
は
、
本
横
穴

で
は
そ
の
有
無
を
確
認

で
き
な
い
。

ち

ょ
う
ど
カ
ン
ヌ
キ
穴
が
造
ら
れ
る
位
置
か
ら
、
玄
室
前
壁

の
壁
面
が
剣
離
崩

壊
し

て
い
る
か
ら

で
、
両
側
と
も
カ
ン
ス
キ
穴
が
穿
た
れ
た
と
思
わ
れ
る
上
端

部

の

一
線
よ
り
落
土
し
て
い
る
と
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
も
解

せ
る
状
態

で
あ

る
。
し
か
し
、
カ
ン
ヌ
キ
穴

の
壁
面
自
体
は
、
部
分
的
に
も
現
存
し

て
い
な

い
。

玄
門
前

の
床
面
に
は
、
３
号

・
５
号
両
墳
と
同
じ
く
閉
塞
用

の
溝
が
施
さ
れ

て
い
る
。
玄
門
前
か
ら
遺
物
が
出
土
し
た
の
に
、
閉
塞
用
の
河
原
石
は

一
つ
も

検
出

で
き
な
か

っ
た
。
木
製
蓋

で
も
立
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の

の
閉
塞
用
濤

の
中
央
部

の
や
や
左
寄
り
の
個
所
か
ら
、
羨
道
床
面
上
を
縦
走
す

る
溝
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

９

号

墳

　

（図
版
第

一
一七
）

玄
室
立
面
形
は

ア
ー
テ
型
に
属
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
天
丼
面
と
奥
壁
と

の
境
界
は
画
然
と
せ
ず
、
奥
壁
は
曲
面
を
呈
し
乍
ら
天
丼
面

に
接
続
し
て
い
る
。

変
形

ア
ー
テ
形
と
み
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。
平
面
形
は
、
８
号
墳
と
同
様

に
奥
行

に
対
し

て
横
幅

の
や
ゝ
長

い
程
度

の
方
形

で
、
周
壁
沿

い
に
は
の
み
遣

い
の
不

手
際
と
も
思
え
る
小
溝
状

の
も

の
が
部
分
的

に
残

っ
て
い
る
。
前
壁

に
カ
ン
ヌ

キ
穴
状

の
も

の
が
施

こ
さ
れ

て
い
る
の
は
、
３

・
５
号
墳
と
同
様

で
あ
る
。
羨

道
部
床
面
上
に
は
８
号
墳
と
同
じ
く
丁
字
型

の
濤
が
外
方

に
向

っ
て
の
び
て
い

る
。
本
横
穴
は
、
す

で
に
完
全

に
開

口
し

て
い
た
も

の
で
、
実
測
調
査
を
実
施

し
た
程
度

に
終

っ
て
い
る
。

１０

号

墳

　

（図
版
第

一
一七
）

玄
室

の
立
面
形
態
は
、　
一
応
明
確
な

ア
ー
チ
型
を
と
る
。
平
面
形
は
前
後

に

長

い
方
形

で
は
あ
る
が
、
奥
壁
幅
よ
り
前
壁
幅
が
短

い
。
周
壁
沿

い
の
床
面

に

小
濤
状

の
も

の
が
存
す
る
こ
と
、
並
び
に
前
壁

に
カ
ン
ヌ
キ
穴
状

の
も

の
を
施

こ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
点

に
お
い
て
は
９
号
墳
と
同
じ
で
あ
る
。
玄
門
外

の

床
面
上
に
は
、
こ
れ
ま
た
閉
塞
用

の
溝
を
も

っ
て
い
る
。

側
号
墳
　
　
（図
版
第
二
・
下
、
第
四
・
上
、
第
二
八
）

本
横
穴
は
昭
和

三
五
年

に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
横
穴

で
あ
る
。
現
在

の
丘

陵
崖
面

の
突
出
部

に
位
置

（図
版
第

二
二
、
第

二
三
）
し
、
８
号

・
１
号
両
墳

に

つ
い
で
低
位
置
に
存
す
る
。
調
査
単則
は
完
全

に
埋
没
し
て
い
た
。
玄
室
は
か

な
り
に
大
き
く
、
奥
に
長

い
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
玄
室
左
奥
隅

の
壁
が
若

干
く
ず
れ

て
い
る
が
、
床
面

で
仔
細

に
観
察
す
る
と
、
左
奥
隅
は
右
奥
隅

の
よ

う

に
直
角
を
呈

せ
ず

、
ゆ
る
く

カ
ー
ブ
し
て
い
れ
。

し
た
が

っ
て
翌
向
形
は
左

右
対
称

で
は
な
く
歪

に
な

っ
て
い
る
。
玄
室
周
壁
沿

い
に
は
、
幅

一
〇
セ
ン
チ

前
後
、
深
さ
八
セ
ン
テ
程
度

の
溝
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に
中
央
部

に
丁
字
型
の
溝
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を
付
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
Ｈ
号
墳
は
、
棺
床
部
を
三

つ
設
け
た
よ
う

な
意
義
を
も
た
せ
て
い
る
。
玄
室

の
立
面

形
は
、
変
型

ア
ー
チ
型
と
も
思
わ
れ
、

奥
壁

・
前
壁

と
も
に
閥
側

に
著
し
く
傾
斜
し
て
い
る
。

発
掘

の
際

に
は
、
玄
門
部
周
辺
を
残
し

て
は
、
内
部

に
土
砂

の
堆
積
は
ほ
と

ん
ど
な

か

っ
た
。
玄
室
内

の
出
土
遺
物
と
し

て
は
、
勾
玉
三
点

（図
版
第

二

一

・
下
）
が
出
土
し
た
の
み
で
あ

っ
た
。

玄
門
外
に
は
積
石
に
よ
る
閉
塞
遺
構
が
み
ら
れ
た
。
唯

一
の
板
石
は
、
長
さ

八
五
セ
ン
テ
、
幅
二
五
―
四
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
三
セ
ン
テ
一則
後

の
も

の
で
、

そ
の
他

に
は
そ
の
板
石

の
支

え
と
し

て
の
河
原
石
が
積

み
重
ね
ら
れ

て
い
た
。

こ
れ
が
当
時

の
閉
塞
施
設

の
全

で
で
あ

っ
た
か
否
か
は
疑
間

で
あ
る
。
こ
の
板

石

一
枚

で
は
、
高
さ

一
〇
〇
セ
ン
テ

。
最
大
幅
八
〇
セ
ン
チ
の
玄
門
を
完
全

に

閉
塞
し
え
な

い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
玄
室
内
遺
物
が
勾
玉
三
点
と
い
う
現
象
を

併
せ
考
え
る
時
、
盗
掘
が
行
な
わ
れ
、
他

の
板
石
が
引
き
抜
か
れ
た
も

の
で
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
加
え
て
こ
の
積
石
は
、
右
半
分

の
河
原
石
が
少
な
い
の
で

あ

っ
て
、
少
な
く
と
も
、
当
時

の
閉
塞
状
態
そ
の
ま

ゝ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は

で
き
な

い
で
あ

ろ
う
。

玄

門
外

の
床
面
は
、
と
く
に
段
落

や
閉
塞
溝
を
施

こ
す
こ
と

の
な

い
ま

ゝ
に
、

前
方

に
向

っ
て
緩
傾
斜
を
示
す
の
み

で
あ
る
。
羨
道
も
本
横
穴

で
は
、
ど
う
ゃ

ら
形
成
す
る
こ
と
が
な

い
ら
し
く
、
玄
門
前

は
直
ち
に
前
庭
と
さ
れ

て
い
る
模

様

で
あ
る
。

‐２
号
墳

（図
版
第
四

・
下
、
第
二
八
）

本
横
穴
は
、
羨
道
天
丼
部
を
の
ぞ
か
せ
る
程
度

に
埋
没
し
て
い
た
。
床
面

に

か
な
り
の
傾
斜
が
あ
る
た
め
、
玄
室
内

の
流
入
堪
積
土
は
僅
か

で
あ

っ
た
か
ら
、

す

で
に
玄
室
内

で
は
盗
掘
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
予
想
し
う
る
。

玄
室
立
面
形
は
ド
ー
ム
型
を
呈
し
て
い
る
が
、
玄
室
四
隅
か
ら
中
央

に
の
び

た
稜
線
を
認
め
う
る
。
玄
室
床
面
上
に
は
、
中
央
部
よ
り
や
ゝ
左
寄
り
に
、
入

口
に
向

っ
て
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
は
玄
室
左
側
壁
沿

い
の
溝
と
通
じ
て

い
る
。
棺
床

の
部
分
が
、
こ
い
濤

の
配
置
に
よ

っ
て
意
図
的
に
識
別
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
玄
室
前
壁

に
は
、

Ｈ
号
紫
と
同
じ
く
カ
ン
ヌ
キ
穴
も
な
い
し
、

玄
門
前

に
閉
塞
用

の
溝
も
存

し
な

い
。

羨
道
部

に
は
、
床
面
か
ら
三
〇
セ
ン
テ
程
度

の
、
風
化

凝
灰
岩
粒

子

の
水

成
堆
積
層
が
あ
り
、
閉
塞
用

の
板
石
が
散
乱
し

て
遺
存
し

て
い
た
。
出
土
遺
物

と
し

て
は
、こ
れ
ら
の
板
石

の
下
に
か

ゝ
り
、須
恵
器
蓋
界
が

一
セ

ッ
ト
（図
版
第

二
二

・
１５

・
‐６
）
発
見
さ
れ
た
の
み
で
、
他

の
遺
物
は
存
し
て
い
な
か

っ
た
。

‐３
号
墳

（図
版
第
一
一八
）

本
横
穴
は
、
昭
和
三
六
年
夏
（
発
掘
に
よ

っ
て
発
見
し
え
た
も
の
で
あ
る
。

１１
号
墳
の
右
上
方
に
位
置
し
、
本
横
穴
群
中
で
も

っ
と
も
小
規
模
な
造
り
で
、

し
か
も
そ
の
構
造
は
、　
一
般
の
横
穴
と
は
全
く
趣
を
異
に
し
、
そ
の
形
態
を

一

一言
に
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
玄
門
部
は
、
平
面
形
の
上
で
は
、
玄
室

幅
よ
り
狭
ま
り
を
み
せ
て
い
る
の
で
、
玄
門
と
し
て
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
が
、
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天
丼
壁
と
床
面
上
で
は
何

・
の
変
化
彦
も
示
し
て
い
な
い
。
玄
門
の
前

で
は
、
床

面
が

一
二
セ
ン
テ
ほ
ど
の
段
落
を
示
し
、
こ
こ
を
閉
塞
部
と
し
て
凝
灰
岩
塊
が

使
用
さ
れ
た
模
様
で
、
風
化
凝
灰
岩
が
堆
積
し
て
い
た
し
、
そ
の
岩
塊
に
混

っ

て
、
土
師
器
の
邪

（図
版
第
二
二

・
６
）
が
、
伏
せ
ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ

た
。
玄
門
前
は
、
ど
う
や
ら
直
ち
に
前
庭
部
と
さ
れ
、
羨
道
の
施
設
を
欠
く
も

の
の
よ
ン９
で
あ
る
。

‐４
号
墳

（図
版
第
一一九
Ｖ

本
横
穴
は
古
く
開
日
し
、
調
査
時

に
は
、
玄
室
内
は
床
面
ま

で
が
略
完
全

に

露
出
し

て
い
た
。
玄
室
立
面
形
は
、
か
な
り
整

っ
た
ド
ー

ム
型
を
呈
し

て
い
る

が
、
平
面
形

は
歪
ん
だ
方
形

で
あ
る
。
床
面
上
に
は
、
奥

壁
か
ら
玄
門
部

へ
は

し
る
溝

の
設
備
が
あ

っ
て
、
１２
号
墳
同
様

に
、
棺
床
設
定
を
意
識
し
た
も

の
で

あ
ろ
う

。
玄
門
前

の
羨
道
床
面
上
に
は
、
こ
れ
ま
た

１２
号
墳
と
同
じ
く
、
閉
塞

用
の
板
石
が
散
乱
し

て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
玄
門
前

の
床
面

で
段
落
移
示
し
て

い
る
。
出
土
遺
物
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。

‐５
号
墳
　
（図
版
第
二
九
）

本
横
穴
は
、
戦
時
中

に
防
空
壕
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
玄
門

の

床
面
と
羨

道

の
床
面
と
の
間
に
は
か
な
り
の
落
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
造
成
時

の
状
況

で
あ

っ
た
の
か
否
か
疑
間

で
、
か
な
り
の
セ
メ
ン
ト
瓦

の
破
片
が
堆
積

し
て
い
た
。

玄
室

の
立
面
形
は

ア
ー
テ
型
、
平
面
形
は
胴
張
り

の
方
形
に
近

い
。
前
壁

の

玄
門
沿

い
に
は
、
例

の
カ
ン
ヌ
キ
穴
状

の
も

の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で

は
玄
門
外

の
羨
道
側
壁
に
も

カ
ン
ヌ
キ
穴
が
残

っ
て
い
る
が
、
何

せ
本
横
穴
が

防
空
壕
に
利
用
さ
れ
た
点
か
ら
考
え
る
と
、
果
し
て
当
時

の
も

の
か
ど
う
か
疑

わ
し
い
。

２
、
今
次
調
査
分

‐６
号

墳

（図
版
第
五
、
第
六
、
第

二
九
）

こ
の
地
区

で
は

１５
号
墳

一
基
が
知
ら
れ

て
い
る
の
み
で
あ

っ
た
か
ら
、
今
次

調
査

で
は
、
群
集

の
実
態
を
把
え
る
べ
く
、

１５
号
墳

の
近
傍
か
ら
発
掘
を
開
始

し
た
①
鍬
入
式
を
実
施
し
た
地
点

で
、
崖
面
沿

い
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
五
〇

セ

ン
テ
に
し
て
本
横
穴

の
入
口
を
発
見
し
た
。
玄
室
天
丼
部
は
、
ド
ー
ム
型
の
類

に
入
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
玄
室
平
面
形
は
、
奥
行
よ
り
も
横
幅

の
や
ゝ

長

い
方
形
状
を
呈
し

て
い
る
。
玄
室
内
に
は
流
入
土

の
堆
積
は
と
く
に
み
ら
れ

ず

、
本

の
根
が
網

の
目
状

に
床
面
を
覆

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
厚
さ
二

イ
三

セ
ン
テ
程
度

の
寅
蝕
土
層
が
堪
積
し

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
玄
門
部
か
ら

玄
室
入
口
周
辺
に
か
け

て
、
凝
灰
岩
塊
が
散
乱
し
て
い
た
が
、
玄
門
部
を
と
く

に
閉
塞
し
た
岩
石

の
破
片
と
推
定
す
る
積
極
的
な
証
拠
は
な

い
。
玄
室
右
側
壁

寄
り
に
は
、
野
ね
ず

み
の
巣
ら
し
き
木

の
葉

の
堆
積
が
み
ら
れ
た
し
、
床
面
上

に
は
近
世
瓦
の
破
片
が
三
点
、
新
し
い
陶
器
片

一
点
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
り
し
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て
い
る
の
で
、
明
治
以
前

に
お
い
て
、
す

で
に
開

口
し
、
乱
掘
が
実
施
さ
れ

て

い
た
こ
と
明
白

で
あ
ろ
う
。
流
入
土
は
、
羨
道
部
よ
り
玄
門
部

に
か
け
て
堆
積

し

て
い
た
が
、
玄
門
部

で
は
床
面
か
ら
約
五
〇

セ
ン
チ
ほ
ど

で
あ

っ
た
。
玄
室

・
玄

門
部

の
遺
物
と

い
え
ば
、
玄
門
部
左
側
壁
沿

い
の
床
面
か
ら
、
ガ
ラ
ス
小

玉

（図
版
第

二

一
・
下
）
が
二
点
検
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
玄
門
部
前
端

で

は
約

一
六

セ
ン
テ
ほ
ど
の
段
落
を
示
し
、
羨
道
部
両
側
壁
沿

い
の
床
面
に
は
、

部
分
的

に
溝
部
を
形
成
し
た
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
か
ら
、
玄
門
前
端

に
お
い
て

閉
塞
が
行
な
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
本
横
穴

で
は
、
玄
室
前
壁

や
羨
道
側
壁

に
は
カ
ン
ヌ
キ
穴
は
存
し
な

い
。
過
年
度
調
査
分

に
み
ら
れ
る
よ

う
な
カ
ン

ヌ
キ
穴
は
今
次
調
査

に
当

っ
て
は
全
く
見
出
さ
れ
て
い
な

い
。
羨
道

部
は
、
前
方

に
移
る
に
し
た
が

っ
て
、
そ
の
幅

の
数
値
を
減
じ
る
傾
向
か
ら
す

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
羨
門
部

の
存
在
が
推
定

で
き
る
が
、
現
状

で
は
、
羨
道
天
丼

部
は
玄
門
端
よ
り

一
〇
〇

セ
ン
チ
ほ
ど
し
か
遺
存
し

て
い
な

い
。
玄
門
端
よ
り

三
三
八

セ
ン
チ
の
個
所

の
右
側
壁
に
、
藩
状

の
遺
構
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
あ

る
い
は
こ
れ
が
、
あ
る
時
期

の
羨
門
部

で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
す

で

に
床
面
が
か
な
り
崩
壊
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
玄
門
端
か
ら

一
八
〇

セ
ン
チ
の
個
所

の
右
側
壁
寄
り
に
、
三
五

×

二
五

セ
ン
チ
の
長
方
形

の
穴

（深
さ
二
〇
セ
ン
チ
）
が
検
出
さ
れ

て
い
る
が
、

は
た
し
て
こ
れ
を
当
時

の
遺
構
と
み
る

べ
き
か
否
か
証
拠
は
な
い
。
あ
る
時
期

の
羨
門
遺
構
と
も
考
え
ら
れ
る
側
濤

の
あ
た
り
か
ら
前
方

の
部
分

で
は
、
床
面

が
傾
斜
度
を
増
し
、
Ｗ
号
墳
羨
道
部

に
接
続
し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
が
、
こ
の
部

分
か
ら
は
、
か
な
り
の
須
恵
器
破
片
が
散
乱
し
、
そ
の
な
か
に
混

っ
て
寛
永
通

宝
銭

一
点
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
玄
室
内

の
近
世
瓦
と

い
い
、
江
戸
時
代
に
乱

掘
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
如
実

に
物
語

る
も

の
で
あ
ろ
う
。

‐７
号

墳

（図
版
第
六
―
第
八
、
第
二
〇
）

本
横
穴
は
、
１５
号
墳
と

１６
号
墳

の
中
間

で
、
両
者
よ
り
下
位

に
位
置
し
て
い

る
。
１６
号
墳

の
羨
道

・
前
庭
部
を
斜

に
切
断

（図
版
第

二
四
）
し

て
造
成
し
た

よ
う
な
感
じ
の
横
穴

で
あ
る
が
、
１６
号
墳
と
の
関
係

に

つ
い
て
は
第
五
節

で
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
本
横
穴

の
状
況

の
み
に

つ
い
て
述

べ
て
お

き
た
い
。

本
横
穴

の
玄
室
は
、
あ
た
か
も
前
室
と
後
室

の
二

つ
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
現
状

で
は
、
前
室
天
丼
部
は
完
全

に
崩
壊
し
て
い
る
。

奥
室

の
立
面
形
は
、
奥
壁
と
天
丼
壁
が

一
線
を
画
す
る
こ
と
な
く
、

ス
ム
ー
ズ

に
接
続
し
玄
門
天
丼
部
に
至
る
も

の
で
、
変
形
ド
ー
ム
型
と
で
も

み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
平
面
形
は
片
袖
式

の
形
態
を
と
り
、
右
側
壁
沿

い
に
玄
門
前
端
に

至
る
濤
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
右
側
壁
に
は
、
径

二
〇
セ
ン
チ
、
深
さ

（奥
行
）

一
〇
〇

セ
ン
テ
ほ
ど
の
小
穴
が
斜
め
に

つ
く
ら
れ

て
い
る
が
、
発
掘
当
時
玄
室

入
口
か
ら
の
び
た
木

の
根
が
こ
の
奥
ま

で
達
し
て
い
た
の
で
、
は
た
し

て
造
成

当
時

の
施
設
と
み
て
よ
い
か
ど
う
か
は
疑
間
と
云
え
よ
う
。
前
室
と
後
室
玄
門

の
床
面

の
差
は
約
四
〇
セ
ン
ティ
程
度

で
、
後
室
玄
門
沿

い
、
す
な
わ
ち
前
室

の

奥
壁
沿

い
の
床
面
上
に
、
こ
の
後
室
玄
門

‐を
閉
塞
す
る
た
め
の
濤
が

つ
く
ら
れ
、
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そ
の
前

に
開
塞
用
の
積
石
が
遺
存
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
後
室

の
入

口
で
閉
塞
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
確
実

奄
あ
る
。

前
室
は
、
平
面
形
が
奥
室
と
は
反
対
に
、
右
片
袖
式

の
形
態
を
と

っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
前
室

の
玄
門
部

に
あ
た
る
左
側
壁

の
剣
離
が
著
し
く
、
は

た
し
て
造
成
当
初
か
ら
、．片
袖
式

の
形
態
を
と

っ
て
い
た
も
の
か
甚
だ
疑
間

で
あ

る
。
お
そ
ら
く
は
両
袖
式

の
形
態
を
と

っ
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
玄

門
部

の
ち

ょ
う
ど
中
央
部
一、
も
し
玄
門
左
側
壁
が
中
央

に
で
て
い
た
と
し
た
ら

そ
の
左
側
壁
沿

い
の
あ
た
り
か
ら
、
床
面
に
密
着
し

て
須
恵
器

の
提
瓶

（図
版

第

一
九

・
１
、
第
二
三

・
１９
）

一
点
が
横
倒
し
の
状
態

で
凝
灰
岩

の
ブ

ロ
ッ
ク

と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
他

に
玄
室
内
遺
物
と
し

て
は
、
前
室
左
側
壁
よ

り
四
五

セ
ン
テ
、
前
室
奥
壁
よ
り
八
〇

セ
ン
テ
の
個
所
か
ら
床
面
に
密
着
し
て

碧
玉
製
管
玉

一
点
、
ま
た
そ
の
後
方

で
閉
塞
用
積
石

の
下
か
ら

メ
ノ
ウ
製
小
玉

一
点
が
検
出
さ
れ

て
い
る

（図
版
第

二

一
・
下
）
。
後
室
か
ら

の
発
見
遺
物
は

皆
無

で
あ
る
。
ど
う
や
ら
後
室

の
積
石
利
用

の
開
塞
施
設
は
、
前
室
天
丼
落
盤

後

に
設
け
ら
れ
た
可
能
性
が
強

い
。
前
室

の
玄
門
前
端

に
は
、
部
分
的

に
閉
塞

用
溝

ら
し
き
も

の
の
痕
跡
を
認
め
う
る
。
し
か
し
積
石
は
遺
存
し
て
い
な
か

っ

た
。一

体
本
横
穴

の
玄
室
は
、
造
成
当
初
か
ら
複
室
と
し

て
っ
く
ら
れ
た
も

の
で

あ

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
当
初
は
前
室

の
み
で
、
後

で
前
室

の
使
用
が
不
能
と

な

っ
た
た
め
に
、
奥

に
後
室
を
新
た
に
追
加
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
の
か
、

い
ず

れ
か

で
あ
ろ
う
が
、
本
横
穴

の
み
を
も

っ
て
判
断
す
る
に
は
決
め
て
に
な
る
も

の
が
な

い
。
た
だ
、
後
室
が
前
室
床
面
よ
り
四
〇
セ
ン
チ
も
高
く
造
成
さ
れ
て

い
る
の
を
重
視
す
る
と
、
後
者

の
可
能
性

の
方
が
強

い
で
あ
ろ
う
。

羨
道
部
は
奥
行
が
か
な
り
に
長
く
な
る
模
様

で
あ
る
。
前
室

の
玄
門
前
端
よ

り
崖
面
に
至

る
五

・
三

メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
、
右
側
壁
沿

い
に
発
掘
を
実
施

し
た
が
、
壁
面

の
剣
離
著
し
く
、
羨
門
部
と
思
え
る
側
壁

の
変
化
を
把
え
る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
羨
道
部
か
ら
は
、
床
面
に
密
着
し
て
、
鉄
製
の
輪

（図
版
第

二

一
・
中
）

一
点
が
出
土
し
た
他
に
、
須
恵
器
大

篭
の
破
片
が
か
な

り
の
厚
さ
に
堆
積
し
て
い
た
。
１６
号
墳

の
羨
道
床
面

の
延
長
部
分
が
、
傾
斜
を

も

つ
て
‐７
号
墳
羨
道
部

に
達
し
て
い
る
こ
と
と

て
、
こ
れ
ら
の
須
恵
器

の
な
か

に
は

１６
号
墳
に
属
す

る
も

の
も
含
ま
れ

て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

‐８

号

墳

（図
版
第
九
、
第
二
〇
）

天
丼
部
が
、
奥
壁
よ
り
六
四

セ
ン
テ
を
残
し
て
、
他
は
す

べ
て
落
盤
し
て
い

た
。
玄
室
平
面
形
ば
略
方
形
、
立
面
形
は
、
奥
壁

の
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
か
ら

み
て
、
ド
ー
ム
型
に
属
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
玄
門
は
、
玄
室

の
右
寄
り
に

つ

け
ら
れ

て
い
る
。
玄
門
天
丼
部
も
落
盤
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
立
面
形
は
確
認

で
き
な

い
が
、
側
壁

の
残
存
部
分
か
，ら
み
て
、
１６
号
墳
と
同
じ
く
、
横
断
面
が

上
方
に
弧
形
を
え
が
く

ア
ー
チ
型
と
推
定

で
き
る
。
高
さ
は
八
〇

セ
ン
チ
程
度

で
あ
ろ
う
。
玄
門
前

の
床
面

に
は
、
七

セ
ン
テ
ほ
ど
の
段
落
が

つ
け
ら
れ
、
羨

道
床
面
か
ら
五
〇

セ
ン
テ
ほ
ど
の
高
さ
に
、
砂
岩

・
河
原
石
か
ら
な
る
閉
塞
用

の
石
群
が
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
積
石
群
が
、
羨
道
側
壁
を
破
壊
す
る
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ま

で
に
、
か
な
り
に
く
い
こ
ん

で
い
る
状
態
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
部
分

の
天
丼

部
も
、
本
来
か
な
り
に
も
ろ
か

っ
た
た
め
に
、
落
盤
し
た
も

の
と
推
定

で
き
よ

う
。
し
た
が

っ
て
こ
の
部
分
は
、
単醐
庭

で
は
な
く
羨
道
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の

羨
道
部
が
ど

の
程
度
ま

で
前
方

に
の
び
て
い
る
も

の
か
、
杉

の
大
木
が
位
置
す

る
た
め
発
掘
を
実
施
し

て
い
な
い
。
出
土
遺
物

は
、
玄
室
内

で
左
奥
隅
に
近

い

個
所
か
ら
、
床
面

に
密
着
し
た
鉄
製
の
輸

（図
版
第

二

一
・
中
）
が

一
点
出
土

し
た
に
す
ぎ
な

い
。

‐９

号

墳

　
（図
版
第

一
〇
―
第

一
三

。
上
、
第
二
〇
）

本
横
穴
が
造
成
さ
れ
た
地
点
は
、
岩
盤
が
著
し
く
も
ろ
い
た
め
に
、
発
掘

に

は
困
難
を
極

め
た
。
発
掘
中
に
も
岩
塊
が
落
下
し
、
か
ろ
う
じ
て
入
口
を
見
出

し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
入
口
周
辺
は
落
盤

の
危
険
が
あ

っ
て
右
半
分

の
発
掘
を

不
可
能

に
し
た
。

玄
室

の
形
態
は
、
本
横
穴
群
中
に
あ

っ
て
も

っ
と
も
趣
を
異
に
し

て
い
る
。

平
面
形
は
、
四
壁
が
す

べ
て
弧
を
描

い
て
外
方

に
張
り
出
し

て
い
る
た
め
、
楕

円
形
に
近

い
よ
う
な
形
を
と

っ
て
い
る
。
立
面
形
も

こ
れ
ま
た
特
殊
な
形
を
呈

し

て
お
り
、
天
丼
部

の
造
成

に
あ
た

っ
て
、
平
面
的
な
岩
層
に
当
り
、
こ
れ
を

と
く
に
穿

つ
こ
と
な
く
、
天
丼
を
そ
の
ま
ま
平
面
的
に
し
た
も

の
の
よ
う

で
あ

る
。
現
状

で
は
こ
の
天
丼
部

の
岩
盤
は
と
く
に
堅

い
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

や
わ
ら
か
い
感
じ
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
当
時

に
あ

っ
て
も

こ
れ
を

穿

つ
こ
と
が
、
天
丼
落
盤

の
懸
念
と
な

っ
て
、
天
丼
を
平
坦
に
と
ど
め
た
も

の

で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
造
成
当
初

の
意
図
は
、
ド
ー
ム
型
に
あ

っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
床
面
に
は
周
壁
沿

い
に
濤
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
発
掘

の
際
、
玄
室

内
に
は
約

ニ
イ
三

セ
ン
テ
程
度

の
泥
土
が
堆
積
し
て
い
た
が
、
岩
層
に
合
ま
れ

る
成
分
が
、
滴
水
と
と
も
に
流
れ
、
自
然
堆
積
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
あ
た
り
の
状
況
か
ら
み
て
も
、
本
地
点
周
辺
の
岩
盤
が

い
か
に
も
ろ
い
か
を

物
語

っ
て
い
る
。

玄
室
内

の
遺
物

は
、
刀
子

（図
版
第

二

一
・
上
、
第
二
七

・
２
）

一
本
、
泥

土
に
混

っ
て
ガ

ラ
ス
小
玉

（区
版
第

二

一
・
下
）

一
点
が
検
出
さ
れ
た
に
す
ぎ

な
い
。

玄
門
部

の
単副
で
、
床
面
は
二
五

セ
ン
テ
ほ
ど
の
段
落
を

み
せ
る
。
こ
の
部
分

に
く
ず
れ
た
閉
塞
用
の
板
石
が
散
乱
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
閉
塞

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
が
、
羨
道
両
側
壁
面
に
は
玄
門
前

端
か
ら

一
〇

セ
ン
チ
程
度

の
間
隙
を
残
し

て
、
左
右

に
二
組

の
カ
ン
ヌ
キ
穴
状

の
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
左
側
壁

で
下
位

の
カ
ン
ヌ
キ
穴
は
外
方

に
向

っ
て
五

〇

セ
ン
テ
ほ
ど
な
が
れ

て
、
壁
面
に
浅
く
刻
状

の
も

の
を
と
ど
め
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
ら
二
組

の
カ
ン
ス
キ
穴
状

の
も

の
が
、
板
石
を
お
さ
え
る
た
め
の
施
設

に

関

す
る
も

の
と
推
定

で
き
よ
う
。

羨
道
は
、
玄
室
同
様
に
特
殊
な
構
造
を
示
し
て
い
る
も

の
の
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
羨
道

の
長
さ
が
、
ど
の
く
ら

い
長

い
も

の
か
、
調
査
期
間
中
、
わ
れ
わ
れ

が
興
味
を
も

っ
た
も
の
の

一
つ
で
あ
る
が
、
調
査
前

の
状
態
か
ら
考
え
る
と
、

羨
道
天
丼
部
は
玄
門
前
端
よ
り
は
四

メ
ー
ト
ル
は
確
実
に
存
し

て
い
た
の
で
あ
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る
。
隣
接
の
１８
号
墳
玄
室

」
羨
道
天
丼
部
が
落
盤
し
て
い
る
現
象
と
併
せ
考
え

る
と
、
１９
号
墳
の
羨
道
の
長
さ
を
、
玄
門
端
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
ー

一
二
メ
ー
ト

ル
の
間
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
の
模
様
で
あ
る

（図
板
第
二
四
）
。
し
た
が

っ

て
そ
の
よ
う
に
見
る
時
に
は
、
１９
号
墳
の
奥
行
は
、
羨
門
か
ら
玄
室
奥
壁
ま
で

一
二
―
一
六
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
東
北
に
お
け
る
最
大
長
の
横
穴
と
な
莉
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
現
実
に
は
羨
道
側
壁

の
剣
離
は
甚
だ
し
く
、
ま
た
床
面

の
風
化

も
著

し

い
た
め
、
現
状

で
羨

道
床

面

が
崖
面

に
達

す

る
地
点

ま

で
発
掘

し

た

の
で
あ

っ
た
が
一、
羨

門
部

も
確
認

し
え
な

い
結
果
に
終

っ
た
の
で
、
羨
道

部

の
正
確
な
長
さ
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

さ

て
、
こ
の
１９
号
墳
を
確
か
な
長
大
な
も

の
と
し

て
把
え
る
こ
と
に
は
、
ま

ず
誤
り
は
な

い
に
し
て
も
、
こ
の
横
穴

の
構
造

に

つ
い
て
は
、
実
は
大
き
な
疑

間
が
あ
る
。
そ
れ
は
第

一
に
は
玄
室

。
玄
門
と
羨
道

の
床
面

に
大
き
な
差
位
が

み
ら
れ
る
こ
と
、
第

二
に
は
羨
道
部
周
壁
沿

い
に
玄
室
同
様

の
排
水
濤
が
施

こ

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第

二
に
は
玄
室
幅
と
羨
道

の
最
大
幅
が
ほ
ぼ
同
数
値
を
一不

す
こ
と
な
ど

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
疑
点
は
、
玄
門
部
単副
の
羨
道
部
分

の

一
定

区
画
が
、
実
は
羨

道

で
は
な
く
玄
室

で
あ

っ
た
可
能
性
を
有
す
る
も

の
か
も
し

れ
な
い
。
も
し
も

こ
れ
を
玄
室
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
１９
号

墳
は
、
１７
号
墳
と
同
様
に
複
室
構
成
に
な
る
わ
け
で
、
前
室
玄
門
並
び
に
前
室

前
部

の
崩
壊
現
象

に
よ
り
、
後
室
玄
門
に
閉
塞
遺
構
が
移
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
ま
た
こ
の
複
室
が
同
時

に
形
成
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
前
室

が
本
来

の
玄
室

で
あ
り
、
そ
の
使
用
に
た
え
な
く
な

っ
て
か
ら
新
た
に
後
室
が

追
加
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
、
そ
の
際
、
前
室
の
後
室
玄
門
に
近
い
天
丼

部
の
カ
ー
ブ
は
、
改
造
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
遺
憾

乍
ら
現
存
の
１９
号
墳
遺
存
状
況
か
ら
し
て
は
、
証
明
が
囚
難
で
将
来
の
課
題
と

し
て
お
き
た
い
。

羨
道
部
か
ら
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
玄
門
端
よ
り
四
イ
五
メ
ー
ト
ル
前
後

の
床
面
上
か
ら
、
鉄
鏃
片

・
小
玉

（九
点
）

・
金
環

（
一
点
）
な
ど
が
検
出

で

き
た

（図
版
第
二

一
、
第
二
六
）
。

２０
号
墳

（図
版
第

一
三

・
下
イ
第

一
五
、
第
二

一
）

天
丼
部
が
完
全
に
落
盤
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
玄
室
平
面
形
は
、
略
方
形

を
呈
す
る
が
、
立
面
形
は
ド
ー
ム
か
そ
の
変
型
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
玄

室
内
か
ら
は
、
床
面
に
密
着
し
て
土
師
器
の
郭
破
片

一
点
、
鉄
鏃
片

一
点
、
ま

た
左
前
隅
か
ら
は
床
面
上
よ
り

一
〇
セ
ン
テ
ほ
ど
の
位
置
に
平
底
の
土
師
器
の

境
二
点
が
出
土
し
た

（図
版
第

一
五
、
第

一
八
、
第
二
二
）
。
少
な
く
と
も
二

度
以
上

の
埋
葬
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
い
え
よ
う
。

玄
門
部
に
は
、
砂
岩
系

の
切
石
と
、
河
原
石
よ
り
な
る
閉
塞
用
遺
構
が
あ
り
、

略
完
全
に
閉
塞
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
え
る
が
、
天
丼
部
が
落
盤
し
て
い
る
。

玄
門
側
壁
は
か
な
り
に
崩
壊
し
、
閉
塞
石
が
く
い
こ
む
状
態
で
あ

っ
た
。
羨
道

部
の
前
方
に
は
立
木
が
あ

っ
て
完
擢
し
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
長
さ
に
つ
い
て

は
未
確
認
で
あ
る
。
羨
道
部
出
上
の
遺
物
と
し
て
は
玄
門
前
端
よ
り
六
〇
セ
ン

テ
ほ
ど
離
れ
た
床
面
上
に
、
須
恵
器
の
長
頸
瓶

（図
版
第

一
九

。
３
、
第
二
四
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．
２‐
）
が

一
点
遺
存
し
て
い
た
。

２‐
号
墳
一
（図
版
第
一
六
・
上
、
第
二
ご

２０
号
墳
同
様
に
完
全

に
落
盤
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
玄
室
も
羨
道
も
幅
が

狭

い
感
じ
の
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
２０
号

・
２３
号
が
造
成
さ
れ
た
あ
と
に
、

こ
の
空
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
と
推
定

で
き
る
。
玄
室
立
面
形
は
、
変
形

ド
ー

ム
型

の
類

に
属

す

る
も

の
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
玄
門
前

の
床
面
に
は

閉
塞
用

の
溝
が
あ
り
、
閉
塞
石

の
名
残
り
と
も
思
え
る
凝
灰
岩
塊
が
二
個
残

っ

て
い
た
。
隣
接

の
２０
号
墳

の
閉
塞
状
況
と
比

べ
る
と
、
こ
の
２‐
号
墳
は
、
玄
室

盗
掘

の
後

に
天
丼
部
が
落
盤
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
羨
道
壁
面
は
、
か
な
り

に
風
化
鋼
離
し
て
い
る
が
、
玄
門
前
端
よ
り
は
二
八
〇

セ
ン
チ
ま

で
は
羨
道
部

に

属
す
る
こ
と
ま
ち
が

い
な
い
。
し
か
し
そ
の
全
長
は
、
立
木

の
た
め
羨
道
全
面

を
完
掘

し
て
い
な
い
の
で
不
明

で
あ
る
。
本
横
穴

の
遺
物
は
、
羨
道
床
面
上
か
ら

検
出

で
き
た
鉄
鏃
片
と
、
完
形

の
須
恵
長
頸
壺

（図
版
第

二
〇

・
１
、
第
二
四

．
２２
）

一
点

に
す
ぎ
な
い
。

２２
号
墳

（図
版
第
ニ
ハ
・
下
、
第
二
こ

本
横
穴
は
、
２０
号
１
２３
号
墳
よ
り
奥

に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
、
玄
室
天
丼

の
大
部
分
は
落
盤
を
ま
ぬ
が
れ

て
い
た
。
２‐
号
墳
と
同
じ
く
、
玄
室
も
羨
道
も

と
も

に
幅
が
狭
ま

っ
た
印
象
を
う
け
る
造
り

で
あ
る
。
玄
門
は
玄
室

の
左
寄
り

に

つ
け
ら
れ

て
い
る
。
玄
門
前

の
床
面
に
は
閉
塞
用
の
溝
が
施

こ
さ
れ
、
河
原

石

一
個
に
凝
灰
岩
塊

二
個
が
残

っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
溝

の
右
端
は
２３
号
墳

玄
室
左
奥
隅
壁
を
破
壊
し

て
い
る
。
羨
道

の
長
さ
、
並
び
に
羨
門
部

の
位
置
は

確
認
し

て
い
な

い
。
遺
物
は
な
ん
ら
検
出

で
き
な
か

っ
た
。

２３
号
墳

（図
版
第

一
七
、
第
二
ご

本
横
穴
は
、
玄
門
後
端

の
天
丼
部
を
残
し
、
天
丼
部
は
全

て
落
盤
し
て
い
た
。

玄
室
平
面
形
は
、
奥
幅
に
対
し
て
前
幅
が
短
く
、
逆
台
形
気
味

で
あ
る
。
立
面

形
は
ド
ー
ム
型
を
呈
す
る
も

の
ら
し
い
。
玄
室
内
床
面
上
か
ら
は
、
土
師
器

郭

（図
版
第

一
八

・
１

・
２
、
第
二
二

・
７

・
８

・
９
）
三
点
、
邦
蓋

一
点

、
須

恵
器

郭

一
点

（図
版
第

一
八

・
６
、
第
二
二

・
１８
）
、
鉄
鏃

（図
版
第
二
六

・

下

・
１

・
２

・
３
）
片

五
点
が
出
土
し
た
。
玄
門
前

に
は
閉
塞
用
の
溝
が
施

こ

さ
れ
、
そ

の
前

に
河
原
石

の
堆
積
が
遺
存
し
て
い
た
。
羨
道
部
床
面
上
に
は
、

玄
門
前

の
閉
塞

用
濤

か
ら
丁
字
型
に
の
び
る
溝
が
羨
門
に
か
け
て
施
設
さ
れ
て

い
る
。
本
横
穴
は
発
掘
条
件
が
よ
か

っ
た
た
め
に
、
羨
門
部
を
検
出
す
る
こ
と

が

で
き
た
。
本
横
穴
造
成
当
初

の
閉
塞
施
設
は
羨
門
部

に
あ

っ
た
と
推
定
し
て

ま
ず
ま
ち
が

い
は
あ
る
ま
い
。
羨
道
天
丼
部

の
落
盤

に
よ

っ
て
、
玄
門
前

に
閉

塞
施
設
が
移
さ
れ
た
も

の
と
云

え
る
。
羨
門
前

の
前
庭
部
床
面
上
か
ら
、
須
恵

器
長
頸
瓶

（図
版
第

一
九

・
２
、
第
二
三

・
２０
）
が

一
点
、
横
倒
し
の
状
態

で

出
土
し
た
。
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四
、
出

土

遺

物

１
、
土

器

側
土
師
器

（図
版
第

一
八
、
第
二
一
ご

完
形
も
し
く
は
復
原
可
能
な
も
の
と
し
て
は
、
琢
九
点
、
婉
二
点
、
蓋
杯

一

点
、
破
片
で
は
杯

の
蓋
片

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
今
回
出
土
し
た

も
の
は
、
図
版
第
二
二
に
掲
載
し
た
７
１
１２
の
計
六
点
で
、
１
１
４
は
昭
和
二

五
年
に
、
５

・
６

・
１３

・
‐４
は
昭
和
二
五
年
と
二
六
年
に
出
土
し
た
も
の
で
あ

玄つ
。郭

　
外
の
な
か
で
も

っ
と
も
時
代
の
下
降
す
る
も
の
は
、
１
号
墳
か
ら
出
土

し
た
４
で
、
底
部
外
側
に
、
い
わ
ゆ
る
糸
切
技
法
を
物
語
る
痕
が
残

っ
て
い
る

か
ら
、
東
北
上
師
．器
の
編
年
上
で
は
、
表
杉
の
入
式
旧
属
し
、
平
安
時
代
の
も

の
と
考
え
て
よ
い
。
１

，
２

・
３
も
や
は
り
１
号
墳
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
４
と
は
明
ら
か
に
時
期
を
異
に
し
て
い
る
。
１

・
２
は
内
黒
、
外
淡
帽

色
を
呈
し
、
底
部
は
平
底
で
は
な
く
丸
底
風
の
上
器
で
ぁ
る
。
３
は
内
外
と
も

に
光
櫂
あ
る
黒
色
を
呈
し
、
１

・
２
と
同
じ
く
箆
に
よ
る
整
形
の
痕
が
の
こ

っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
県
内
で
の
類
例
を
求
め
る
と
、
陸
奥
国
分
寺
跡
か
ら
出

土
し
た
国
分
寺
下
層
式
の
Ⅲ
類
口
近
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
や
ゝ
時
期
が
下
降
す

る
も
の
か
と
推
定
で
き
る
。
奈
良
時
代
末
期
に
位
置
づ
け
で
き
る
も
の
で
あ
ろ

”ｎノ。

第

二

表

　

主

要

出

土

遺

物

４ ‐
樽

一
尊
『
坤
『
脚
輪
歯
二
、
小
臼
歯

一
、
切
歯

一

８
″
一
土
師
器

邦
一
点
、
同
蓋

郭
一
点
、
須
恵
器
長
頸
壺

一
点

‐７
″

一
碧
玉
製
管
玉

一
点
、
ヒ
ス
イ
製
丸
玉

一
点
、
須
恵
器
提
瓶

一
点
、
大
変
一
点
、

範

一
点
、
郭

一
点
、
そ
の
他
破
片
多
数
、
鉄
製
輪

一
点

‐８
″

一
鉄
製
輪

一
点
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５
１
９
は
、
体
部
と
底
部

の
接
点

に
お
い
て
、
外
側

で
は
稜
線
を
、
内
側

で

は
そ
の
部
分

で
曲
折
す
る
特
殊
な
変
化
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
５
は
８
号
墳
出

土

で
器
外
淡
褐
色
内
黒
、
σ

は
１３
号
墳
出
土

で
内
外
淡
褐
色
、
７

・
８

，
９
は

２３
号
墳
出
土

で
器
外
淡
褐
色
内
黒
を
呈
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
陸
奥
国
分
寺
下

層
式
Ｉ
類
と
も
異
な

っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
栗
囲
式
に
近
似
す
る
傾
向
が
強
く
、

栗
囲
式
Ⅱ
類

に
含
ま
せ
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
奈
良
時
代
前

期
に
中
心
を
お
く

べ
き
も

の
か
と
考
え
る
。

塊
一　
２０
号
墳
か
ら

二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
蓋

で
あ
る
１２
の
土
器
も

２０
号
墳

か
ら
出
上
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
床
面
上
に
密
着
し
て
い
た
の
に
対
し
、

１０

・
■
の
塊
は
二
個
と
も
床
面
よ
り

一
四

セ
ン
テ
ほ
ど
浮

い
た
状
態

で
出
土
し

て
い
る
。
二
つ
と
も
平
底
と
い
え
る
土
器

で
あ
り
、
８
号
墳
出
上

の
１４
の
塊

よ

り
も
時
期
的
に
下
降
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
１４
の
塊
は
、
蓋

で
あ
る
１３
の
セ

ッ
ト
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
内
外
光
燿

あ
る
黒
色
を
呈
し
、
箆

で
整
形
さ
れ

て

い
る
。
日
縁
部

に
は
蓋
を
う
け
る
た
め
の
低

い
段
を
有
し
て
お
り
、
５
の
郷
と

伴
出
し
た
点
か
ら
み
て
も
栗
囲
式
Ⅱ
類
に
近

い
も

の
か
と
推
定

で
き
る
。

蓋
十　
二
点
出
上
し

て
い
る
。

１３
は
‐４
の
坑
と

セ
ッ
ト
に
な
る
も

の
で
、
周
外

と
も
に
光
濯

あ
る
黒
色
を
呈
し
、
箆
遣

い
の
痕
は
１４
と
同
様
に
顕
著

で
あ
る
。

つ
ま
み
は
、
頂
部
が
平
ら

で
、
ほ
ぼ
方
形
を
呈
し
た
特
殊
な
も

の
で
あ
る
が
、

最
近

こ
の
よ
う
な

つ
ま
み
は
志
田
郡
松
山
町
の
亀
井
囲
横
穴

１３
号
墳
か
ら
も
出

土
し
て
い
る
。
１２
の
蓋
は
、
内
外
と
も
褐
色

を
呈
し
た
も

の
で
、
そ
の
形
態
は

お
そ
ら
く

１３
の
蓋
に
近

い
も

の
で
あ
ろ
う
。
２０
号
墳
玄
室
床
面

に
密
着
状
態

で

あ

っ
た
し
、
色
彩
か
ら
云

っ
て
も

■
の
筑
と

セ

ッ
ト
に
な
る
も

の
で
は
な
く
、

時
期
的
に
も

１０

・
■
の
婉
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
も

の
と
考
え
る
。

②
須
恵
器

（図
版
第

一
八
イ
第

二
〇
、
第
二
二
イ
第
二
六
）

郭

　
Ｗ
号
墳
羨
道
部
と
２３
号
墳
玄
室
内
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
点
ず

つ
出
土
し
て

い
る
。
と
も
に
外
底
部
に
糸
切
技
法

の
痕

の
な

い
も

の
で
、
基
本
的
に
は
粘
土

ひ
も
巻
き
上
げ
技
法
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
角
ば

っ
た
平
底

で
は
な
く
、
丸
底
風
平
底
と
も
称
し
う
る
も

の
で
、
奈
良
時
代

の
瓦
窯
址
か
ら

発
見
さ
れ
る
も

の
に
近
似
し
て
い
る
。
胎
土
は
石
英
粒
を
含

み
、
良
質

の
粘
土

に
よ
る
も

の
で
は
な
い
。

蓋

郵
　
１２
号
墳
か
ら
蓋

一
点

（図
版
第
二
二

・
１５
）
、
外

一
点

（図
版
第
二
二

・
‐６
）
が
出
上
し
て
い
る
。
蓋

の
口
径
が
大
き
く
、
本
来

セ
ッ
ト
に
な
る
も

の

で
は
な

か

っ
た
こ
と
明
自

で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
代
用
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
身

が
完
全

で
あ
る
の
に
対
し

て
蓋
に
は
古
く
か
ら
と
思
え
る
破
損

の
部

分
が
あ
る
。
身

の
特
徴
は
底
部
が
尖
り
、
台
部
よ
り
や
ゝ
突
出
し
て
い
て
、
台

部

が
体
部

と

は
別
個

に
作

ら
れ

て
あ
と
か
ら
接
合

し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
蓋
を
う
け
る
た
め
の
か
え
り
は
な
い
。
蓋
部
は
、
杯
部
と
合
う

た
め
に
日
縁
部
が
下
に
向

っ
て
の
び
て
い
る
。

つ
ま
み
は
擬
宝
珠
状
を
呈
し
て

い
る
が
、
そ
の
高
さ
は
低
く
、
加
美
郡
色
麻
村
上
郷

一
〇
九
号
墳
出
上

の
も

の

ほ
ど
典
型
的

で
は
な
い
。
黒
川
郡
大
和
町
鳥
屋
１
号

墳
よ
り
出
上
し
た
郭
蓋

の

つ
ま
み
と
類
似
し
て
お
リ
ー
須
恵
器
郭
蓋

に
お
け
る

つ
ま
み
の
形
態
変
還
が
時

期
に
よ
り
そ
れ
ほ
ど
著
し
い
も

の
で
は
な
い
に
し

て
も
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
奈
良
朝
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期
と
み
て
差
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

長

顕

瓶

ほ
ぼ
完
全
な
も

の
が
三
点
出
土
し

て
い
る
。
１９

（図
版
三
一こ

は

Ｖ
号
墳
前
室

の
玄
門
部
よ
り
出
土
し
た
も

の
で
、
片
方

の
面
が
平
ら

で
提
瓶

の

特
徴
を
示
し
て
い
る
が
、
一肩
部
に
耳
を
も
た
な

い
。
２０

（図
版
三
二
）
は
２３
号

墳
出
土

の
も

の
で
、
ほ
ぼ
球
状

の
体
部
に
日
縁
が
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
類
は

東
北

で
は
比
較
的
に
例
が
多

い
。
２‐

（図
版
三
四
）
は
２０
号
墳
出
土
、
横
に
長

い
球
体

の
上
部

に
回
縁
が

つ
く
も

の
で
、
１９
同
様

に
東
北
に
例
が
多

い
。
か
な

り
に
自
然
釉
が
流
れ

で
て
美
観
を
そ
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
ヽ
堆

、
東
北

で

も
奈
良
時
代
以
前

に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
東
海

の
須
恵
器

の
編
年
を
利
用
す

れ
ば
七
世
紀
後
半
初
頭
と
さ
れ
る
炭
焼
期
前
後

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ

ス
７
９
。

長

顕

壷

完
形

の
も

の
二
点
、
そ
の
他
に
口
縁
を
欠
く
体
部
破
片
が
出
土
し

て
い
る
。
２２

（図
版
三
四
）
は
、
２‐
号
墳
羨
道
部
よ
り
出
土
し
た
も

の
で
、
丸

底
を
も

つ
長
頸
壺
類

で
あ
る
。
日
縁
部
高
と
、
体
型

局
と
が
ほ
ぼ
等
し
い
。

ロ

ク

ロ
細
線
が
横
に

つ
け
ら
れ
、
平
底

や
高
台
付
き
の
長
頸
壺
と
同
じ
製
作
技
法

を
経
た
も
の
で
あ
る
が
、
丸
底

の
底
部
を
も

つ
こ
の
類

の
出
土
は
東
北

で
は
珍

ら
し
い
。
奈
良
時
代
初
期
前
後

（八
世
紀
初
頭
）

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
２３

（図
版
三
四
）
は
８
号
墳
羨
道
部
よ
り
、
土
師
器

５

・
１８

，
‐４

（図
版
三
二
）
と
と
も
に
出
土
し
た
も
の
で
、
陸
奥
国
分
寺
跡

や
胆
沢
城

跡
出
上

の
も

の
と
は
や
ゝ
異

っ
て
い
る
点
を
併
わ
せ
考
え
る
と
、
奈
良
時
代
前

半
に
属
す
る
も

の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
２４

（図
版
三
四
）
は
、
Ｗ
号
墳
羨
道

部
よ
り
出
土
し
た
も

の
で
、
日
縁
部

の
他
に
体
部
も
半
分
ほ
ど
欠
く
か
ら
、
正

確
な
形
態
復
原
は
難
し
い
。
こ
の
類

で
高
台

の
こ
の
よ
う
な
発
達
し
た
も

の
は

東
北

で
は
珍
ら
し
い
。　
一
応
奈
良
初
期
前
後

に
中
心
を
置
く
時
期

の
も

の
と
み

て
お
き
た
い
。

甕
　
こ
の
類
に
属
す
る
須
恵
器
は
、
破
片
で
は
、
か
な
り
に
出
土
し
た
。
２５

．
２６

（図
版
第
二
五
）
は
１７
号
墳
羨
道
部
床
面
よ
り
出
上
し
た
丸
底
大
変
で
、

完
全
に
器
形
を
失
い
多
く
の
破
片
と
な

っ
て
い
た
。
２５
は
ほ
ぼ
完
全
に
復
原
で

き
た
が
、
器
高
六
六
セ
ン
テ
、
体
部
の
最
大
径
五
七
セ
ン
チ
、
肩
部
の
比
較
的

張

っ
た
体
部
に
、
外
反
す
る
日
縁
を
付
し
て
い
る
。
体
部
の
表
面
に
は
条
痕
、

裏
面
に
は
弧
形
及
至
円
形
の
圧
痕
が
み
ら
れ
る
。
２６
は
、
２５
よ
り
も
大
形
の
も

の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
肩
部
を
欠
き
復
原
で
き
な
い
。
日
縁
部
の
表
面
に

は
波
状
文
が

つ
け
ら
れ
、
体
部
の
製
作
技
法
は
２５
と
同
様
で
あ
る
。
　
２７
１
３０

（図
版
第
二
六

。
上
）
も
、
１６
号
Ｗ
号
墳
羨
道
部
周
辺
出
土
の
も
の
で
あ
る
。
２９

，
３０
の
甕
に
は
、
器
内
壁
に
円
形
或
い
は
弧
形
の
圧
痕
は
み
ら
れ
な
い
が
、
２７

．
２８
に
は
大
資
と
同
様
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
２８
の
土
器
に
は
、
日
頸
部
に
よ

り
糸
の
圧
痕
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
東
北
で
は
奈
良
時
代
初

期
前
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

２
、
装

身

具

側
玉
類

（図
版
第
二
一
、
第
二
六
）
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計

一
七
点
出
土
し
た
。
■
号
墳
玄
室
内
床
面
よ
リ

メ
ノ
ウ
製

の
も

の
二
点
、

碧
玉

（松
島

ヒ
ス
イ
）
製

一
点
、
Ｗ
号
墳
前
室
近
く
の
床
面
よ
り
草
色

の
メ
ノ

ウ
製
の
丸
玉

一
点
、
碧
玉
製
管
玉

一
点
、
１６
号
墳
玄
門
部
床
面
よ
リ
ガ
ラ
ス
製

小
玉

二
点
、

１９
号
墳
玄
室
内
よ
リ
ガ
ラ
ス
製
小
玉

一
点

、
同
じ
く

１９
号
墳
羨
道

床
面
よ
リ
ガ
ラ

ス
製
小
玉
九
点
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
注
目
す

べ
き
も

の
は
普
通
松
島

ヒ
ス
イ
と
呼
ば
れ
て
い
る
碧
玉
製
の
勾
玉

で
、
東
北
大

学
理
学
部
岩
石
鉱
床
学
科
主
任
教
授
大
森
啓

一
博
士

の
鑑
定

に
よ
れ
ば
、
比
重

三

・
二
五

で
、
松
島
丘
陵
産

の
も

の
と
の
こ
と

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
当
時

の
宮

城
県
地
方

で
製
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
誤
り
は
あ
る
ま
い
。

七
世
紀
か
ら
八
世
紀

に
か
け
て
の
東
北

で
、
玉
造
り
が
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と

を
証
す
る
も

の
で
あ
る
。

例
金
環

（図
版
第
二
六
）

検
出
し
え
た
も

の
は
、

１９
号
墳
羨
道
床
面
上
か
ら
の

一
点

に
す
ぎ
な
い
。
ガ

ラ

ス
小
玉
が
出
土
し
た
近
辺
で
あ
る
。
長
径

二

・
ニ
セ
ン
テ
、
短
径

一
・
九

セ

ン
チ
の
も

の
で
、
厚
さ

（断
面
）
も
長
径
七

ミ
リ
、
短
径
五

ミ
リ
の
楕
円
形
を

呈
し

て
い
る
。
銅
の
上
に
鍍
金
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
ま
だ
金
箔
が

の
こ

っ
て

い
る
。

鉄

製

品

硼
鉄
刀

（図
版
第
二
七
）

出
土
し
た
も
の
は
８
号
墳
か
ら
の

一
振

の
み
で
あ
る
。
羨
道
部

の
玄
門
よ
り

の
床
面
か
ら
左
側
壁
に
か
け
て
立

て
か
け
た
も

の
が
す

べ
り
落
ち
た
よ
う
な
状

態

で
斜
位

に
な

っ
て
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
刀
の
尖
端
部
が
上
に
な

っ
て
い
る
。

全
長
四
二

・
五
セ
ン
チ
、
刀
身
最
大
幅
四

・
五
セ
ン
テ
の
直
刀
状

の
も

の
で
あ

る
が
、
銹
化
著
る
し
い
上
に
、
柄
部
を
欠

い
て
い
る
た
め
、
直
刀
か
蕨
手
刀
か

判
断

に
苦

し
む

。
前

稿

で
は
蕨
手
刀
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
考
え
て
み
た

の
で
は
あ

っ
た
が
、
横
穴
調
査
が
さ
か
ん
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
現
在

で
も
、
仙
台
周
辺
以
南
の
横
穴

で
は
蕨
手
刀
は
未
だ
発
見
さ
れ

て
い
な

い
。
鍛

造
に
当

っ
て
は
、
幅

の
あ
る
鉄
板
を
縦

に
折
り
重

ね
た
も

の
の
よ
う

で
、
断
面

部
は
よ
く
そ
れ
を
示
し
、
な
か
に
断
面
三
角
状

の
間
隙
を
も

つ
部
分
が
多

い
。

②
刀
子

（図
版
第

二

一
、
第
三
七
）

形
態
を
把
え
う
る
も

の
と
し
て
は
、
１９
号
墳
玄
室
内
と
、
２３
号
墳

の
玄
室
内

か
ら
、
各

一
本

の
計

二
本
が
出
上
し

て
い
る
。
１９
号
墳
の
も

の
は
長
さ
二
三

セ

ン
チ
、
刀
身

の
最
大
幅

二

・
三
セ
ン
テ
程
度

で
あ
る
が
、
銹
化
著
る
し
く
四

つ

に
折
れ
た
。
２３
号
墳
出
土

の
も
の
は
長
さ

一
四

・
三
セ
ン
チ
程
度
、
刀
身

の
最

大
幅

一
・
五

セ
ン
テ
、
刀
子
と
し
て
は
小
形

の
方

で
あ
る
が
、
刀
身
に
大
き
な

銹
の
か
た
ま
り
が
あ

っ
て
二
つ
に
折
れ
た
。

９
鉄
鏃

（図
版
第
二
六
）

鉄
鏃
片
は
１９
号

・
２０
号

・
２３
号
噴
な
ど
か
ら
か
な
り
に
出
土
し
た
が
、
銹
化

著
る
し
く
、
多
く
は
形
態

の
復
原
が
不
能

で
あ
る
。
殆
ん
ど
が
細
根
式

の
類

に

属
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。

１
は
寅
蝕
著
し
い
が
、
の
み
状
を
呈
す
る
有

-18-



茎
鉄
鏃
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
２
は
長

い
棒
状

の
先
端
を
片
刃
状

に
し
た
有

茎
鉄
鏃

で
あ
ろ
う
が
、
茎
部
は
ニ
セ
ン
テ
程
噴

で
あ
る
。
３
は
根

の
細
長

い
片

刃
状

の
模
様

で
あ
る
が
、
径
部
も

や
ゝ
扁
平

で
長
さ
五

・
五

セ
ン
テ
程
度
も
あ

る
。
４
は
８
号
墳
よ
り
出
土
し
た
も

の
で
、
こ
れ
ら
二

つ
と
は
趣
を
異
に
し
、

棒
状
体

の
断
面
は
中
空
を
呈
し
て
い
る
。
形
態
に
関
し

て
は
不
明

で
あ
る
。
５

は
‐９
号
墳
羨
道
床
面
近
く
よ
り
出
土
し
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
た
異
色

の
も

の
で

あ
る
。
茎

が
袋
状
を
呈
し

て
お
り
、
こ
こ
に
柄
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

袋
状

の
鉄

製
部
分

の
外
側
を
糸
巻
き
に
し
た
ら
し
く
、
そ
の
痕
が
残

っ
て
い
る
。

根

の
部
分
が
ど

の
よ
う
な
形
を
呈
す
る
も

の
か
欠
損
し

て
い
る
た
め
不
明

で
あ

Ｚつ
。い

鉄
製
輪

（図
版
第
二

一
、
第
二
六
）

Ｖ
号
墳
羨
道
部
と
１８
号
墳
玄
室
内
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で

一
個
づ
つ
出
土

し
て
い
る
。
用
途
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
考

　

察

１
、
羨
道
問
題

善
応
寺
横
穴
群
中
に
は
、
羨
道
を
有
す
る
も
の
と
そ
れ
を
欠
く
も
の
と
の
二

類
が
混
在
す
る
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
後
者
は
少
な
く
、
本
横
穴
群
中
の
大
部
分

は
、
陸
前

一
般
の
横
穴
の
傾
向
と
同
じ
く
、
両
袖
式
の
玄
室

・
玄
門

」
長
い
羨

道

・
羨
門

・
前
庭
な
ど
の
各
部
よ
り
成
立
し

て
い
る
も

の
ら
し
い
。
そ
の
典
型

的
事
例
は
２３
号
墳

（図
版
第
二

一
）

で
あ
ろ
う
。
こ
の
２３
号
墳
は
、
天
丼
部
が

玄
室
に
い
た
る
ま

で
落
盤
崩
壊
し
て
い
た
か
ら
、
実
は
床
面
か
ら
側
壁
に
か
け

て
の
輪
郭
線
を
検
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
と
ら
え
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
羨
門
部

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
後

に
続
く
部
分
が
た
し

か
に
羨
道
部

で
あ
る
こ
と
を
認
め
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
落
盤
し
て

い
た
天
丼
部
は
、
玄
室
か
ら
玄
門
を

へ
て
羨
道
前
端

の
羨
門
部
に
い
た
る
ま

で

形
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
充
分
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
玄
門
前
に
み
ら
れ

た
閉
塞
施
設
は
、
本
来
、
羨
門
部
に
位
置
し
た
も

の
で
あ
り
、
や
が

て
天
丼
部

の
落
盤
現
象

が
生
じ
、
何
度
目
か
の
追
葬

の
際
に
、
閉
塞
施
設

の
み
が
、
羨
門

部
か
ら
玄
門
部

へ
と
移
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

考
古
学
雑
誌
第
四
十
八
巻
第

一
号
に
掲
載
し
た

「仙
台
市
燕
沢
善
応
寺
横
穴

古
墳
群
」
な
る
前
稿

で
は
、
こ
の

「羨
道
」
部
分
を

「羨
道
外
室
」
と
表
現
し

た
の
で
あ

っ
た
が

、
そ
れ
は
、
玄
室

の
前

に
位
置
す
る
部
分

で
現
在

「玄
関
部
」

と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
当
時

の

一
般
常
識
に
し
た
が

っ
て
、

「羨
道
部
」

と
み
た
か
ら

で
あ
り
（
そ
の
前
方

の
部
分

の
天
丼
が
部
分
的
に
遺
存
し
て
い
た

こ
と
、
ま
た
閉
塞
施
設
が

「玄
門
部
」

の
直
前

に
遺
存
し

て
い
る
こ
と
な
ど
に

と
ら
わ
れ
た
か
ら

で
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

一
般
常
識
は
、
そ
の
後

、
東
北

に
お
け
る
横
穴
研
究

の
進
展
に
伴

っ
て
、
玄
室

・
玄
門
や
そ
の
前
方

の
部
分
的

な
発
掘

で
は
な
く
、
玄
門
前
方

の
床
面
を
徹
底
的
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

破
綻
を
き
た
し
た
。
従
来
、
常
識

に
し
た
が

っ
て

「羨
道
部
」
と
み
て
い
た
個
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所
は
、
実
は
玄
門
部

で
あ
り
、
羨
道
は
そ
の
前
方
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
始

め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
前
稿

で
云
う
羨
道
外
室
な
る
表
現
は
羨
道
と
改

め
ら
れ
る
べ
き
も

の
と
な

っ
た
。

こ
う

い

っ
た
羨
道
形
成

の
事
例
と
し
て
、
代
表
的
な
横
穴
は
、
宮
城
県
志
田

郡
松
山
町
亀
井
囲
横
穴
群

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
羨
門
部

に
開
塞
遺
構
が
あ

る
も
の
と
、
玄
門
部
に
あ
る
も

の
と
の
二
類
が
発
見
さ
れ
、
玄
門
部

に
河
原
石

を
伴
う
閉
塞
遺
構
が
あ
る
場
合

に
は
羨
道
天
丼
部
が
す

で
に
落
盤
現
象
を
呈
し

て
い
る
と
き
の
み
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
陸
前
地
方

一
般
の
傾
向
は
、
善
応
寺
横
穴
群
に
あ

っ
て
も
決
し

て
例
外

で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
羨
道

・
羨
門
部

の
形
成
は
、
２３
号
墳
以
外

の
横
穴

に
あ

っ
て
も
充
分
に
推
定

で
き
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
次
発

掘

で
、
２３
号
墳

の
他
に
、
１６

，
Ｗ

，
‐９
号
墳
を
除

い
て
は
羨
道
全
面

・
羨
門
部

追
求

の
発
掘
を
実
施
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
羨
門
部

の
位
置
に
杉

の
大
木
が

あ

っ
て
、
発
据
を
困
難
に
し
た
こ
と
に
よ
る
。

１６

，
‐７

・
‐９
号
墳
は
、
こ
の
追

求
作
業
を
崖
面

の
端

に
至
る
ま

で
実
施
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、

１６

・
‐９
号
墳
は

側
壁

・
床
面

の
剣
離
崩
壊
顕
著

で
、
羨
道

の
限
界
＝
羨
門
部
を
把
握
し
え
な
か

っ
た
し
、
Ｖ
号
墳
は
、
前
室

の
玄
門
前
端
よ
り
右
側
壁
沿

い
に
五

・
三

メ
ー
ト

ル
に
わ
た

っ
て
追
求
を
試

み
た
の
で
あ

っ
た
が
、
崖
面
に
達
し
、
そ
の
間

に
羨

門
部
を
特
徴
づ
け
る
変
化
を
と
く
に
把
握
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
結
果
は
、
保
存
条
件

や
発
掘
条
件
が
悪
か

っ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
も

の
で
あ
り
、
今
次
発
掘
分
に

つ
い
て
は
、
す

べ
て
が

２３
号
墳

の
よ
う
な
羨
門
部

を
設
け
て
い
た
も

の
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
Ｗ
号
墳

（図
版
第
二
〇
）

に
あ

っ
て
は
、
玄
室

二
つ
と
い
う
構
成

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
同
時
的
な
も

の
で

あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
後
室

の
み
が
後
か
ら
の
追
加
造
成

で
あ
る
の
か
は
別
関

題
と
し

て
も
、
前
室
玄
門
前

に
閉
塞
用
河
原
石
は
み
ら
れ
ず
、
後
室
玄
門
前

に

遺
存
し
て
い
た
こ
と
に
よ

っ
て
も
、
閉
塞
施
設

の
移
動
と

い
う
現
象

は
、
同

一

横
穴
古
墳

の
使
用
期
間
中
に
お

い
て
確
か
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ

て
、
今
次
調
査
分

の
成
果
を
も
と
に
し

て
、
か

っ
て
の
調
査
分

一
五
基
を

再
吟
味
す
る
と
き
、
そ
の
大
部
分

の
も

の
に

つ
い
て
、
本
来

の
羨
道

・
羨
門
部

の
存
在
を
推
察
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
現
在

の
東
北
に
お
け
る
横
穴
研
究

の
成
果
に
も
と
づ
け
ば
、
玄
門
前
が
前
庭

で
は
な
く
羨
道

で
あ
る
こ
と
の
徴
証

と
し

て
、
天
丼
が
入
日
に
向

っ
て
高
さ
や
幅
を
減
じ
ゆ
く
傾
向
、
ま
た
、
天
丼

や
側
壁
が
落
盤
崩
壊
し
て
い
て
も
、
羨
道
前
端

の
床
面
に
お
い
て
、
両
側
壁

の

下
縁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
外
方
に
屈
折
し

て
開
き
、
再
び
前
方

へ
の
び
る
傾
向

（＝

前
庭
部
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
点
、
こ
の

一
五
基

の
横
穴

の

な
か
に
は
、
１０

・
１２
号
墳

の
よ
う
に
、
羨
道
部
が
あ
た
か
も

ラ

ッ
パ
状

に
開

い

て
い
る
よ
う
な
も
の
も
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
仔
細

に
羨
道
部
壁
面
を

検
討
す
る
と
き
、
１０
号
墳

で
は
玄
門
前
端
よ
り
五
〇
セ
ン
テ
、
１２
号
墳

で
は
六

五
イ
七
五

セ
ン
チ
ほ
ど
ま

で
は
、
た
し
か
に
の
み
痕
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
前
方

の
壁
面
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
壁

面
が
完
全
に
剣
離
す
る
と
い
う
風
化
現
象
を
お
こ
し
て
い
る
結
果
な
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
現
状
に
お
い
て
羨
道
部
が

ラ

ッ
パ
状
に
開
く
か
ら
と
云

っ
て
、
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こ
れ
を
直
ろ
に
前
庭
部
と
す
る
こ
と
は
た
し
か
に
危
険

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
羨
道
壁
面

の
変
化

に
注
意
す
る
と
き
、
善
応
寺
横
穴
群

の
か

っ
て
の
調
査
分

に
お
い
て
も
、
２

，
３

・
５

，
８

・
９

・
１０

・
１２

，
‐４

，
‐５
号
娑
な
ど
の
横
穴

は
、
玄
門
前

に
天
丼
部
を
も

つ
羨
道
を
備
え

て
い
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
横
穴
群

で
は
、
羨
道
を
有
す
る
も

の
が
大
勢
を
占

め
て
い

る
が
、
し
か
し
そ
の
他
に
少
数

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
造
成
当
初
か
ら
羨
道
を

形
成
し
な
か

っ
た
と
推
定

で
き
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
４

・
６

・
１１

・
１３
号

墳

で
あ
る
。
７
号
墳
も
こ
の
類
か
と
推
定
も
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
１
号
墳
と
同

様

に
、
玄
門
部
自
体
が
す

で
に
崩
壊
し
て
お
り
、
発
掘
当
時

に
お
い
て
そ
の
輪

郭
さ
え
も
把
握
し
て
い
な
い
か
ら
、
疑
間
と
し
て
お
く
ほ
か
は
な

い
。

４

，
６

，
■

・
１３
号
墳
は
、
羨
道
部
を
欠
き
、
玄
門
前

は
直
ち
に
前
底
部
と

さ
れ

て
い
る
模

様

で
あ

る
。

こ
の
四
基

と
も

、
玄
室

は
幅

に
対

し

て
奥

行

長
く
、
１３
号
墳
を
除
く
と
三
基
と
も
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
玄
室
幅
を

一〇
〇

と
し
た
場
合

の
玄
室
奥
行

の
数
値
を
み
る
と
、
４

・
６

・
１１
号
墳
が

一
五
〇

・
一

五
三

・
一
五

一
と
い
ず
れ
も

一
五
〇
を
こ
え
て
い
る

（第

一
表
）
。
本
横
穴
群

に
お
け
る
こ
の
三
基

の
こ
の
よ
う
な
数
値
は
他
と
比
し

て
異
状
な
も

の
を
感
じ

さ
せ
る
に
充
分

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
造
成
年
代

の
差
を
示
す
も

の
と
し

て

理
解
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

４
号
墳
と
３
号
墳
は
、
主
軸
中
心
線
が
前
方

で
交
叉
す
る
形
を
と

っ
て
い
る

（図
版
第

二
三
）
。
こ
の
よ
う
な
形
は
、
３
号
墳
天
丼
部
が
さ
ら
に
の
び
て
い

た
こ
と
を
考
慮

に
お
く
と
、
４
号
墳

の
造
成
が
不
可
能

に
近

い
も

の
と
な
る
こ

と
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
も
し
４
号
墳
が

３
号
墳
よ
り
も
遅
れ

て
造
成
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
３
号
墳
羨
道
天
丼
部
が
落
盤
し
て
羨
門
閉
塞
設
備
が
玄
門
に
移

っ

て
以
後

の
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
４
号
墳
は
羨
道
部
が
当
初
か
ら
形
成

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
も
し
も

４
号

墳
の
玄
門
前

に
羨
道
部
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
３
号
墳
は
、
４
号
墳

の
羨
道
天
丼
部

の
殆
ん
ど
が
落
盤
し
た
後

で
、
造
成
さ
れ
た
も

の
と
な
る
わ
け

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
に
み
る
と
、
ど
う
や
ら
３
号
墳

の
羨
門
部
は
４
号
墳

と
接
触
し
て
、
３
号
墳
自
体
、
当
初
か
ら
羨
道
前
半
部
天
丼
を
欠

い
て
い
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
３
号
墳
羨
道
天
丼
部
が
当
初
か
ら
欠
け
て
い

た
と
は
、
現
在

の
横
穴
研
究

の
成
果
を
前
提
と
す
る
と
不
可
能

で
あ
る
か
ら
、

む
し
ろ
４
号
墳
の
よ
う
な
羨
道
を
欠
く
も

の
の
出
現
が
、
時
代

の
推
移
に
よ

っ

て
発
生
し
た
も

の
と
み
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

６
号
墳
も
、
５
号
墳

と
比
較
す
る
に
、
玄
門
部

の
位
置
が
か
な
り
前
方

に
突

出
し
て
い
る

（図
版
第

二
三
）
。
３
号
墳
と
類
似

の
形
態
を
示
す
５
号
墳
が
先

に
造
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
６
号
墳

の
造
成
年
代
は
、
５
号
墳

の
羨
道
部
前
半

が
落
盤
し
て
か
ら
造
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
６
号
墳
に
は
当
初
か
ら
羨
道
が

形
成
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
造
成
時
期
は
、
６
号
墳
が

４

号
墳
と
ほ
ぼ
レ
ベ
ル
を
等
し
く
し
て
い
る
点
か
ら
云

っ
て
も
、
３

・
５
号
墳
よ

り
か
な
り
に
遅
れ
る
も

の
と
な
る
。
ま
た
反
対
に
、
６
号
墳
に
羨
道
部
が
形
成

さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ

っ
て
、
そ
の
前
半
が
落
盤
し
た
後

に
５
号
墳
が
造
ら
れ

た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
５
号
墳

の
玄
門

の
位
置
が
か
な
り
に
奥
ま

っ
て
い
る
点
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か
ら
み
て
、
や
は
り
そ
こ
に
か
な
り
の
年
代
差
を
考
慮
に
入
れ
る

べ
き

で
あ
ろ

う
。
６
号
墳
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う
に
両
様
に
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能

で
は
あ

る
が
、
６
号
墳

の
形
態
が
，４
号
墳
と
類
似
し
て
い
る
傾
向
を
重
視
す
る
と
、
や

は
り

６
号
墳
に
は
羨
道
部
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
玄
門
前
を
直
ち
に
前
庭

と
し

て
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

■
号
墳
は
、
本
横
穴
群
中

で
玄
室
規
模

の
も

っ
と
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
が
、

ど
う
や
ら
こ
れ
も
羨
道
部
を
形
成
し
な

い
も

の
の
よ
う

で
あ
る
。
も
し
こ
の
■

号
墳

に
羨
道
部
が
形
成
さ
れ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
現
在

の
丘
陵
崖
面
は
か
な
り

前
方

に
の
び
て
い
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
可
能
性
は
全
く
否
定

で
き
な
い
に

し
て
も
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
む
し
ろ
次

の
二
点

で
あ
る
。
第

一
に
は
、

１０
号
墳
と
の
関
係

で
あ
る
。
平
面
配
置
図

（図
版
第

二
三
）

で
み
る
と
、
隣

の

１０
号
墳
と

一
部

で
接
触
を
き
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は

１０
号
墳

の

下
側
に
も
ぐ

っ
て
お
り
、
造
成
途
上

で
そ
の
接
触
を
お
そ
れ
た
た
め
か
、
■
号

墳
玄
室
奥
壁
を
内
側
に
著
し
く
傾
斜
さ
せ
て
い
る
し
、
ま
た
左
奥
隅
を
右
奥
隅

の
よ
う
に
角
づ
け
る
こ
と
を
せ
ず

に
丸
味
を
も
た
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の

防
止
を
は
か

っ
て
い
る

（区
版
第

二
八
）
。
第

二
に
は
、
こ
の
１１
号
墳

の
造
成

さ
れ
た
位
置

で
あ
る
が
、
丘
陵

の
突
出
し
た

コ
ー
ナ
ー
に
造
ら
れ

て
い
る

（図

版
第

二
二
、
第

二
三
）
。
も
し
も
こ
の
横
穴
が
早
い
時
期

の
造
成

で
あ
れ
ば
、

便
利
な
空
間
を
他
に
求

め
る
こ
と
も
可
能

で
あ

っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
二
点

を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
■
号
墳
は
、
１０
号
墳
よ
り
も
後

に
造
ら
れ
た
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
本
横
穴
群
中
に
あ

っ
て
も
か
な
り
時
期
が
下
降
し
て
か
ら
造
成

さ
れ
た
も
の
ら
し
い
か
ら
、
造
成
当
初
か
ら
羨
道
を
欠

い
て
い
た
も

の
と
み
る

こ
と
は
充
分
に
可
能

で
あ
る
。

‐３
号
墳

（図
版
第

二
八
）
は
特
殊
事
例

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
横
穴
は
、

最
近
東
北
各
地

で
発
見
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
も

の
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

で
は
あ
る
が
、
こ
の
１３
号
墳
が
独
立
し
た
埋
葬
施
設

で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
ま
ち
が

い
は
な

い
。
こ
こ
で
は
、
玄
室
前
が
直
ち
に
前
庭

と
な

っ
て
い
る
し
、
１１
号
墳
と
の
位
置
的
関
係
か
ら
云

っ
て
も
、
■
号
墳
に
羨

道
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
１３
号
墳
に
も
羨
道
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。
出
土
し
た
遺
物
は
栗
囲
式
Ⅱ
類
に
属
す
る
土
師
器
杯
で
あ
る
が
、
こ
の
１３

号
墳
が
追
葬
な
ど
を
考
え
る
余
地

の
な
い
規
模

の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
云

っ

て
、
そ
の
造
成
年
代
は
栗
囲
式
Ⅱ
類

の
時
期
、

つ
ま
り
奈
良
時
代
初
期
前
後
頃

に
求
め
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
に
は
羨
道
を
欠
く
も

の
が
造
ら

れ
始
め
た
と
み
る
べ
き

で
あ
る
。

以
上
の
考
察

に
よ

っ
て
、
本
横
穴
群
に
は
、
本
来
羨
道
部
を
も

つ
も

の
と
、

造
成
当
初
か
ら
羨
道
部
を
欠
く
も

の
と
の
二
類
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
定
し
え

た
。
東
北

の
横
穴
―
東
北

の
み
で
は
な

い
が
全
国
的
に
は
未
解
決
―

で
は
、
現

段
階
に
お
け
る
こ
の
分
野

の
研
究
成
果
に
も
と
づ
く
と
、
時
代
が
下
降
し
た
も

の
に
羨
道

の
な

い
も

の
、

つ
ま
り
造
成
当
初
か
ら
羨
道
を
欠

い
て
玄
門
閉
塞

の

み
の
ま
ま
と

い
う
よ
う
な
横
穴
が
発
見
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か

ら
云

っ
て
、
善
応
寺
横
穴
群
は
、
羨
道

の
あ
る
も

の
か
ら
羨
道
を
欠
く
も

の

ヘ

-22-



２３

の
変
遷
を
示
す
事
例
と
し
て
、
今
後
の
こ
の
分
野
研
究
に
重
要
資
料
を
呈
出
す

る
も
の
と
云
え
よ
う
。

２
、
閉
塞
問
題

今
次

の
調
査

で
は
、
閉
塞

に
関
し
て
新
し
い
知
見
を
え
た
。
従
来

の
調
査

で

懸
案

に
な

っ
て
い
た
玄
室
前
壁

の
カ
ン
ヌ
キ
穴

の
解
釈

の
他
に
、
玄
門
閉
塞

の

ほ
ぼ
完
全
な
遺
構
を
発
見
し
え
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
閉
塞
設
備

の
あ
り
方
を
考

え
る
上
に
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う

で
あ
る
。

ま
ず
、
玄
室
前
壁
に
み
ら
れ
る
カ
ン
ス
キ
穴

の
検
討
か
ら
す
す
め
た

い
。
こ

の
カ
ン
ヌ
キ
穴
状

の
も

の
が
み
ら
れ
る
の
は
、
２

，
３

・
５

・
９

，
１０

，
１５
号

墳

の
六
基

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
す

べ
て
が
完
全
に
開

口
し

て
い
た
も

の
で
あ

っ

て
、
埋
没
し
て
い
た
横
穴
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
玄
室
は
盗
堀
さ
れ

て
い
て
も

羨
道
床
面

に
板
石
や
遺
物
が
存
し
て
い
た
横
穴

に
は
、　
一
基
も

こ
の
カ
ン
ヌ
キ

穴
が
造
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
現
象
を
把
握
し
え
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
重

視
す
る
と
、
こ
の

一
風
変

っ
た
カ
ン
ヌ
キ
穴
と
い
う
も

の
が
、
横
穴
葬
制
と
は

ま

っ
た
く
関
係
が
な
い
後
世
の
造
作

で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。
２
号
墳

（図
版
第

二
五
）

で
は
、
玄
室
前
壁

で
玄
門
を
囲
ん
だ
部
分

が
、
全
面
的
に

一
〇

セ
ン
テ
程
く
り
ぬ
か
れ

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
も
し
こ
こ

に
木
製
扉
状

の
も

の
を
あ

て
が

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
外
部
か
ら

で
は
な
く
、

内
部
か
ら
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ
の
あ
て
が
わ
れ
た
木
製

蓋
状

の
扉
が
、
外
部
か
ら

で
も
閉
じ
ら
れ
る
よ
う
な
ゆ
る
い
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
閉
塞

と
し
て
の
機
能
を
全
く
果
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
２
号
墳
以
外

の
も

の
に

つ
い
て
も
原
理
は
同
じ
で
あ

っ
て
、
蓋
状

の
扉
を
玄
門
単副
端
に
た
て
て
カ

ン
ス
キ
穴

に
横
木
を
あ

て
が

い
、
紐
状

の
も
の
で
こ
の
両
者
を
結
合
し
な
い
限

り
は
無
意
味

で
あ
る
。
蓋
状

の
も

の
を
玄
門
前
端
に
立

て
る
な
ら
ば
、
こ
の
カ

ン
ヌ
キ
穴
は
不
要
な
存
在
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
カ
ン
ス
キ
穴
を
も

つ

も
の
が
、
偶
然

に
開

日
し
て
い
た
だ
け
と
解
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
カ
ン
ヌ
キ
穴

の
性
格

で
は
、
外
側
か
ら
蓋
を
す
る
と

い
う
横
穴
葬
制

の
原
則

か
ら
す
れ
ば
、
全
く
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
後
さ
か
ん
に
な

っ
て

き
た
各
地

の
横
穴

の
調
査

で
も
、
他
に
類
例
を
み
な
い
と

い
う
点
を
伴
わ
せ
考

え
て
も
後
世

の
造
作
と
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
造
作

の
時
期
が
何
時

で
あ
る
か
は
現
在

断
定

で
き
な
い
が
、
内
部
か
ら
蓋
を
す
る
と

い
う
よ
う
な
性

格

の
強

い
こ
の
カ
ン
ヌ
キ
穴
は
、
あ
る
い
は
戦
時
中

の
防
空
壕
に
利
用
さ
れ
た

時
期

の
産
物
と
み
ら
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
横
穴
群

の
カ
ン
ヌ
キ
穴

に
は
、
玄
室
前
壁
に
造
ら
れ

て
い
る
他
に
、
玄
門

外

の
羨
道
両
側
壁
に
設
け
ら
れ

て
い
る
も

の
が
あ
る
。

１５
号
墳

（図
版
第

二
九
）

の
場
合

に
は
、
玄
室
前
壁

の
カ
ン
ヌ
キ
穴

や
、
玄
門
外

の
床
面

に
セ
メ
ン
ト
瓦

が
堆
積
し
て
い
た
こ
と
と
併
わ
せ
考
え

て
、
新
し

い
時
期

に
属
す
る
も

の
と
考

え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
が
、
１９
号
墳

（図
版
第
二
〇
）

の
場
合

に
は
明
ら

か
に
玄
門
閉
塞
用

の
板
石
と
関
係

の
あ
る
も

の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ

は
板
石

の
お
さ
え
と
し
て
の
横
木

の
穴
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
東
北

の
横
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穴
に
は
、
こ
の
類

の
カ
ン
ヌ
キ
穴
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
す

で
に

開

日
し

て
い
る
も

の
に
多
く
み
ら
れ
る
の
が
実
状

で
、
埋
没
し

て
い
る
場
合

に

も
、
開
口
後

の
二
次
的
な
埋
没
と
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
利
府
村
道

安
寺
横
穴
群

の
よ
う
に
、
経
塚
的
な
も
の
と
し

て
鎌
倉
時
代
に
信
仰

の
対
象
と

さ
れ
た
も

の
が
発
見
さ
れ
た
り
し
て
、
後
世

の
施
設
と
判
断
さ
れ
る
も

の
さ
え

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
１９
号
墳

の
場
合

に
は
、
そ
の
岩
層
の
も
ろ
さ
、
ま
た

玄
室
が
追
葬
時
に
新
た
に
旧
玄
室

の
奥

に
追
加
造
成
さ
れ
た
可
能
性

の
あ
る
点
、

さ
ら
に
玄
室
内
が
他

の
施
設
に
利
用
さ
れ

て
い
な
い
点
な
ど
を
総
合
し

て
考
え

て
み
て
も
、
こ
の
カ
ン
ヌ
キ
穴
が
横
穴
葬
制

に
関
係
あ
る
施
設

で
あ
る
こ
と
を

充
分

に
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ヌ
キ
穴
存
在

の
確
実
な
事
例

と
し

て
、
今
後

の
研
究
に

一
資
料
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

本
横
穴
群

の
本
来

の
閉
塞
施
設
と
し

て
は
、
カ
ン
ヌ
キ
穴
よ
り
も
む
し
ろ
、

板
石

や
木
製
蓋

の
利
用

で
あ
ろ
う
。
板
石
使
用
の
も

の
と
し

て
は
、
■

・
１２

・

‐４

，
‐９

・
２０
号
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

に
共
通
す
る
特
徴
は
、
木

製
蓋

の
場
合
と
異
り
、
床
面
に
横
穴
主
軸

に
直
交
す
る
溝
を
も
た
な

い
こ
と

で

あ
る
。
ま
た

１９
号
墳
を
除

い
て
は
、
カ
ン
ス
キ
穴

の
施
設
を
併
な
わ
な
い
こ
と

も
重
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
１９
号
墳

で
カ
ン
ヌ
キ
穴
を
伴
う
理
由
と
し

て
は

玄
門
外

の
床
面
と
玄
門
床
面
と
の
差
が
大
き

い
こ
と
に
も
と
ず
く
も

の
の
よ
う
、

で
、
他
は
す

べ
て
床
面
に
そ
れ
程
の
差
を
示
し

て
い
な

い
。
２０
号
墳

（図
版
第

一
三
、
第

一
四
、
第
二

一
）
は
、
玄
門
前
半

の
壁
面

や
そ
れ
に

つ
づ
く
羨
道
壁

面
が
著
し
く
破
損
し

て
い
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
カ
ン
ス
キ
穴

の
有
無
を
確
認

で

き
な

い
の
で
は
あ
る
が
、
玄
門
に
も
た
せ
か
け
る
積
み
上
げ
方
か
ら
す
れ
ば
、

お
さ
え
に
す
る
横
木
は
必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
板
石
と
山
石

の

面

の
広

い
方
を
外

に
向
け
て
積
み
上
げ
る
と
い
う
よ
う
に
、
無
雑
作
な
積
み
上

げ
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
が
最
初

の
被
葬
者

の
羨
門
閉
塞

の
場
合

に
も

行
な
わ
れ
た
方
法

で
あ
る
の
か
否
か
は
疑
間
が
残
る
と
し
て
も
、
板
石

の
み
を

こ
の
よ
う
に
積
み
あ
げ
た
だ
け
で
は
閉
塞
と
し
て
不
充
分

で
あ
ろ
う
か
ら
、
当

然
に
そ
の
外
側
を
土
砂

で
覆

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
例

え
ば
組

み
合

わ
せ
箱
式
石
棺
を
外
側
か
ら
粘
上

で
密
封
す
る
と

い

っ
た
よ
う
な
高
塚
古
墳

の

場
合
と
同
じ
く
、
横
穴

の
時
代

に
な

っ
て
も
こ
の
密
封
化

の
原
則
は
続

い
て
い

た
も

の
と
解
し

て
よ
か
ろ
う
。
■
号
墳

の
河
原
石
は
板
石

の
支
え
に
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

こ
の
事
例
か
ら
４

・
６

・
１７

・
‐８

・
２‐

．
２２

・
２３
号
墳
に
み
ら
れ

た
河
原
石

の
堆
積

（図
版
第

二
六
―
第
二

一
）
も
、
河
原
石

の
み
で
閉
塞
を
実

施
し
た
も

の

で
は
な
く
、
床
面
に
の
こ
る
溝
も
し
く
は
段
が
、
木
製
蓋
を
立

て

る
た
め
の
施
設

で
あ
り
、
河
原
石
は
そ
の
支
え
と
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を

推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
横
穴

の
閉
塞
は
決
し
て
扉

で
は
な
く
蓋
と

み
な
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
Ｗ

・
２‐

．
２２

・
２３
号
墳

の

事
例

で
は
、
閉
塞
石
は
溝
の
全
面
を
覆

っ
て
い
な
い
。
明
ら
か
に
木
製
蓋
状

の

も
の
が
立

て
ら
れ
た
空
間
を
残
し

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
本
横
穴
群

の
場
合
、

こ
れ
ら
の
河
原
石
が
横
穴

の
外
表
を
飾

る
と
い
う
よ
う
な
性
格

の
も

の
で
は
な

く
、
実
用
的
な
性
格
を
お
び
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
閉
塞

で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
最
後

の
被
葬
者
を
埋
葬
し
た
あ
と
、

水ヽ
年
月
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の
間
に
木
製
蓋
が
腐
蝕
し
、
支
え
用
の
河
原
石
あ
る
い
は
土
砂

の
圧
力

で
、
玄

室
内

へ
自
然
倒
壊
し
、
横
穴
が
開

日
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

時
盗
掘

の
対
象
と
な
り
、
遺
物
が
失
な
わ
れ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
こ
と
が
充
分

に
想
像

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

善
応
寺
横
穴
群

の
閉
塞
に
関
‐υ

て
は
、
基
本
的
に
は
板
石
使
用
と
木
製
蓋
使

用
の
二
類
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
し
か
し
本
横
穴
群

で
は
そ
れ
ら
が
す

べ
て
二
次
的
な
玄
門
閉
塞

で
あ
り
、羨
門
閉
塞

で
は
な
か

っ
た
か
ら
、
本
来
的
な

姿
と
し

て
把
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
羨
門
閉
塞

の
本
来
的
な
形
態
に

つ
い
て

は
、
後

日
、
本
横
穴
群
補
足
調
査

の
必
要
が
生
じ
た
時

の
課
題
に
残
し

て
お
く

こ
と
と
し
た
い
。

３
、
編

年

問

題

善
応
寺
横
穴
群

の
形
態
を
、
構
造
全
体
か
ら
把
握
し

て
分
類
す
る
こ
と
は
か

な
り
に
困
難

で
あ
る
。
そ
れ
は
玄
室

の
形
態
だ
け
み
て
も
、
平
面
形

で
は
ほ
ぼ

方
形
に
近

い
も

の

・
横
長

の
方
形

・
縦
長
の
方
形

・
台
形
気
味

の
も

の

・
袋
状

を
呈
す
る
も

の
な
ど
が
あ
り
、
立
面
形

で
は
宝
形
型

（伏
斗
型
）

・
ド
ー
ム
型

・
ア
ー
チ
型

，
並
び
に
そ
れ
ら
の
変
型
な
ど
が
存
す
る
し
、
玄
門
や
羨
道

の
形

態

で
も
変
化

に
富

み
、
横
断
面

形

が

ア
ー

テ
型

を
示

す
も

の
、
角
張

っ
た

四
角
型

を
呈

す

る
も

の
な
ど
が
あ

っ
て
、

そ
れ
ら
が
加
味

さ
れ

る

こ
と
に

よ

っ
て
複

雑

な
様
相

を
呈

し

て
い
る
か
ら

で
あ
り

、
伺

れ

に
焦
点

を
あ
わ

せ
て
分

類
す

べ
き
か
判
断

に
迷

う
か
ら

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
個

々
の
横
穴

の
配
置

上

か
ら
観
察

す
る
と
き
、
比

較
的
簡

単

に
そ

の
先
後

関

係

を
把
握

で
き

る
も

の
も

あ

る
か
ら

、
ま
ず

こ
れ
を
手

が

か
り

に
論

を
す
す

め

て
み

■ふ
＞ηノ
。

前
項

の
羨
道
問
題

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も

３
号
墳
と

４
号
墳

の
関
係

で
は
、

３
号
墳
が
先

で
４
号
墳
が
か
な
り
に
遅
れ
る
こ
と
を
そ
の
配
置

自
体
が
物
語

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
玄
室
平
面
形
が
ほ
ぼ
方
形

で
そ
の
立
面

形
態
は

ア
ー
テ
、
玄
門

・
羨
道

の
横
断
面
形
が
角
型
と

い
う
特
徴
を
示
す
も

の

は
、
玄
室
平
面
形
が
長
方
形

で
そ
の
立
面
形
が
尖
頭

ア
ー
テ
、
玄
門
横
断
面
形

も

ア
ー
テ
型
を
呈
し
、
羨
道
を
形
成
し
な

い
も

の
よ
り
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
場
合
、
４
号
墳
に
み
ら
れ
る
羨
道
を
欠

く
と

い
う
現
象
は
重
要
な
基
準
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
他
に
、
玄
室
平
面

形

で
奥

行
が
幅

の

一
・
五
倍
を
占

め
る
と

い
う
特
徴
を
も
重
視
す
る
と
き
、
６

号
墳
や
Ｈ
号
墳

の
形
態
も
、
３
号
墳
の
形
態
よ
り
後
出
的
要
素
を
も

つ
も

の
と

み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

２０
‐

２３
号
墳

で
も
配
置
上
か
ら
興
味
深

い
事
実
を
読

み
と
る
こ
と
が

で
き
る

（図
版
第

二
四
）
。
こ
こ
で
は
玄
室
天
丼
が
ほ
ぼ
健
在
な
も

の
は
２２
号
墳

の
み

で
、
他
は
全

て
落
盤
現
象
を
き
た
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
区

の
岩
層

が
脆

弱

で
あ
る
と
い
う
前
提

の
上
に
立

つ
と
、
２２
号
墳
が
時
期
的
に
も

っ
と
も

遅
れ
て
造
成
さ
れ
た
も

の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
２０

．
２３
号
墳

の
玄
室
平

面
形
が
ほ
ば
方
形

で
あ

っ
た
り
、
そ
れ
に
近

い
形
態
を
と
る
の
に
比
し
て
、
２‐
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．
２２
号
両
墳
は
玄
室
巾

の
み
な
ら
ず
羨
道
幅

で
さ
え
狭
く
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
２０

．
２３
号
墳
と
の
接
触
を
慮

っ
た
結
果
と
推
察
す
る
こ
と
が

で
き

る

の

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
玄
室

平
面

形

が

、
方

形
状

を
呈

す

る

も

の
よ
り

、
長
方

形
状

を
呈

す

る
も

の
の
方

が

、
時
代

の
下
降

を
示

す
も

の
と
も
考

え
ら
れ

る

の

で
あ
る
が
、
　
し
か
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

横
穴

辞

り
密
集
地
帯
に
お

い
て
は
認
め
え

て
も
、
広

い
空
間
を
有
す
る
場
合
ま

で

も
が
、
果
し
て
そ
の
よ
う
な
構
造
上

の
制
約
を
蒙

っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
な
る

と
証
明
し
難

い
の
で
あ
る
。
１５
１
‐９
号
墳

の
分
布
す
る
地
区

（図
版
第

二
四
）

で
は
、
２０
‐
２３
号
墳
地
区
に
お
け
る
２２
号
墳
と
他

の
三
基
と

の
観
察

の
結
果
を

参
考
に
す
る
と
、
Ｗ

。
１８
号
墳
が
他
よ
り
先
に
造
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
た

し
か
に
こ
こ
で
も
岩
層
が
も
ろ
く
１

１９
号
墳
発
据

の
際

に
証
明
さ
れ
た

（図
版

第

一
〇
）
―
ま
た
１７
号
墳
単則
室
と

１８
号
墳
玄
室

は
と
も
に
落
盤
し

て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
両
墳
よ
り
も

１５

，
‐６
号
墳
並
び
に
Ｖ
号
墳
後
室

の
造
成
が
遅

れ
る
も

の
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
別

の
角
度
か
ら
観

察
し
て
も
可
能

で
あ
る
。

‐６

・
‐７
号
墳
の
発
掘
当
時

の
状
況

で
は
、
１６
号
墳
羨
道
前

の
通
路

（＝
前
庭

部
）
が
、
１７
号
墳
羨
道
部
と
通
じ
て
い
た

（図
版
第

二
四
）
。
し
か
し
元
来
は

こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ

っ
た
と
は
考
え
難

い
こ
と

で
、
Ｗ
号
墳
羨
道
部
が
落
盤

し
て
か
ら
通
じ
る
結
果
に
な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
本
来

の
１６

号
墳
前
庭
部
は
、
Ｖ
号
墳
羨
道

の
直
上
を
通

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
両
者
は
造
成
当
初

に
お
い
て
確
か
に
併
存
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
伺

れ
か
が
先
に
造
ら
れ
、
他
は
そ
の
後

に
造
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
も

の

で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
常
識
的
に
考
え
る
と
、
１６
号
墳
が
造
成
さ
れ
た
後

に
Ｗ

号
墳
が
造
ら
れ
る
と

い
う
現
象
は
ま
ず
生
じ
え
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

‐６
号
増
本
来

の
羨
道
天
丼
部
が
ど

こ
ま

で
の
び
て
い
た
か
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
、

‐７
号
墳
羨
道

の
中
央

ま
で
達
す
る
よ
う
な
長

い
も

の
は
考
え
難

い
か
ら
、
Ｖ
号

墳
羨
道
部

の
上
は
前
庭
部

（＝
通
路
）
と
さ
れ

て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
し
、
し

た
が

っ
て
Ｗ
号
墳
を
造
成
す
る
場
合
、
１６
号
墳
前
庭
部
床
面
は
明
ら
か
に
外
か

ら
眺

め
ら
れ
る
わ
け
で
、
現
状

の
よ
う
な
接
触
状
態

で
は

１６
号
墳
前
庭
部

の
落

盤

は
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
Ｗ
号
墳
を

１６
号
墳
の
あ
と
に
造

成
す
る
と
す
れ
ば
も
う
少
し
下
方

に
位
置
づ
け
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
解

す
る
と
、

Ｗ
号
墳
の
造
成
が
先

で
あ
り
、
そ
の
後

Ｗ
号
墳
羨
道
並
び
に
玄
室

の

崩
壊

に
よ

っ
て
１７
号
墳

の
後
室
が
前
室
床
面
よ
り
も
高

い
位
置
に
造
成
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
Ｗ
号
墳
後
室
玄
門

の
閉
塞
施
設
は
、
前
室
奥

壁
沿

い
に
み
ら
れ
る
閉
塞
溝
が
玄
門
を
覆
う
程
度

の
規
模

の
も

の
で
あ
る
点
か

ら
云

っ
て
、
明
ら
か
に
改
造
後

の
も

の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
、
落
盤
と

い
う
現
象
が
発

生
し
て
も
簡
単
に
そ
の
横
穴
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と

み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
１７
号
墳
前
室
平
面
形
に
み
ら
れ
る
幅
に
対
す
る
奥
行
の

数
値
と

、
１６
号
墳
玄
室

の
同
数
値
は
、
さ
ほ
ど
の
変
化
を
一不
し

て
い
な
い
。
１８

号
墳
に

つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

「
１７
号
前
室

。
１８
号
↓

‐６
号
↓
１７
号
後
室
」

な
る
変
遷
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
１６
号
墳
と

１５
号
墳

や
‐９
号
墳

の
関
係
づ
け
は
、
そ
の
点
明
ら
ゆ
に
し
ぇ
な
い
が
、
１５

。
‐９
号
墳
は
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Ｗ
号
墳
前
室

や
１８
号
墳
よ
り
も
遅
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
具
体
的
事
例
に
よ

っ
て
、
４

・
６

・
Ｈ
号
墳
な
ど
の
よ
う
に
奥
行
が

幅

の

一
・
五
倍
と

い
う
よ
う
な
顕
著
な
場
合

（第

一
表
）
を
別
と
し

て
玄
室
平

面
形
の
形
態
と

い
う
も

の
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
重
要
性
を
も
た
な
い
と

い
う
こ
と

に

つ
い
て
理
解

で
き
よ
う
か
と
思
う
。
３
号
墳
と
ほ
ぼ
同
様

の
構
造
を
も

つ
５

号
墳
の
玄
室
平
面
形

の
数
値
も
若
干

の
差
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
と

く
に
甚
だ
し
い
差
を
示
さ
な
い
限
り
、
玄
室
平
面
形

の
形
態
に
は
と
ら
わ
れ
る

必
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
玄
室
立
面
形
態

や
玄
門

・
羨
道

の
立
面
形
態

こ
そ

は
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本

横
穴
群

の
形
態
分
類
を
試

み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

Ｉ
類
　
玄
室
立
面
形
―
宝
形
型
系
、
玄
門

・
羨
道
立
面
形
―

ア
ー
テ
型
系

の
も

の
。

２
号
墳
。

Ⅱ
類
　
玄
室
立
面
形
―

ド
ー
ム
型
系
、
玄
門

・
羨
道
立
面
形
―

ア
ー
テ
型
系

の

も

の
。

‐２

・
‐４

・
‐６

・
Ｗ

後

墓

９
…

１９
？

・
２０
？

，
２‐
？

。
２３
ユ

再

保
０

Ⅲ
類
　
玄
室
立
面
形
―

ア
ー
チ
型
系
、
玄
門

・
羨
道
立
面
形
―

ア
ー
チ
型
系

の

も

の
。

８

・
１０
９
・四〒
墳
。

Ⅳ
類
　
玄
室
立
面
形
―

ァ
ー
テ
型
系
、
玄
門

・
羨
道
立
面
形
―
四
角
型
系

の
も
の
。

３

・
５

・
９
？
号
塔
（。

Ｖ
類
　
玄
室
立
面

形

―

ア
ー

テ
型
系
、
玄
門
立
面
形
―

四
角
型
系
、
羨
道
立

面

形

ア
ー
テ
型
系

の
も

の
。

‐５
号
墳
。

Ⅵ
類
　
玄
室
立
面
形
―

ア
ー
テ
型
系
、
玄
門
立
面
形
―

ア
ー
テ
型
系
、
羨
道

の

な
い
も
の
。

４
？

・
６

・
■

・

（
１３
？
）
号
墳
。

こ
の
分
類

の
な
か
に
は
、
玄
門
並
び
に
羨
道
形
態

の
明
ら
か

で
な
い
１

・
７

・
‐７

（前
室
）

・
１８

・
２２
号
墳
は
除
外
し
た
が
、
天
丼
部

の
藩
盤
や
崩
壊
剣
離

な
ど

の
現
象

は
あ

っ
て
も
、
壁
面

の
線
か
ら
あ
る
程
度
推
定
可
能
な
も

の
は
合

ま
せ
て
い
る
。

‐５
１
‐９
号
墳
地
区
に
あ

っ
て
、
玄
室

・
玄
門

・
羨
道
三
者

の
立
面
形
態

の
明

確
な
も

の
は
、

１５

・
‐６

・
‐９
号
墳

の
三
基

で

（図
版
第

二
九
、
第
二
〇
）
、

１７

・
‐８
号
墳

で
は
不
明

で
あ
る
が
、
奥
壁

の
曲
線
具
合
か
ら

１８
号
墳
玄
室

の
立
面

形
は
ド
ー

ム
型
あ
る
い
は
変
形

ア
ー
テ
型
が
想
像

で
き
る
し
、
Ｗ
号
墳
玄
室

の

後
室
が
ド
ー

ム
型
系

で
あ
る
こ
と
か
ら
前
室

の
場
合

に
も
お
そ
ら
く
そ
の
系
統

の
形
態

で
あ

っ
た
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
Ｗ

（前
室
）

・
１８
号
墳

の
羨
道

や
玄
門
の
立
面
形
態
は
全
く
手
が
か
り
を

つ
か
め
な
い
が
、
こ
れ
ら
両
墳
よ
り

時
期
的
に
遅
れ

て
造
成
さ
れ
た
こ
と
の
推
定

で
き
る
１５

・
‐６
号
墳

で
、１６
号
墳
の

玄
室
立
面
形
が
ド
ー
ム
型
、
玄
門

・
羨
道
が

ア
ー
テ
型

で
あ
る
の
に
対
し
て
、

‐５
号
墳

の
玄
室

羨
道

の
立
面
形
が

ア
ー
テ
型
、
玄
門

の
立
面
形
が
四
角
型
を
呈
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し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
重
視
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

１６
号
墳
玄
室
形

態
が

ド
ー
ム
型

で
、
Ｗ
号
墳

（前
室

・
後
室
）

。
１８
号
墳

・
１９
号
墳

の
玄
室
立

面
形
態
も
ド
ー

ム
型
も
し
く
は
そ
の
系
統
に
属
す
る
可
能
性
が
指
摘

で
き

る
と

す
る
と
、

１５
号
墳
玄
室
立
面
形
態
が

ア
ー
チ
型
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の

み
で
１５
号
墳
が
後

に
造
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
お
お
よ
そ
可
能
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
玄
門
形
態
が
四
角
型

で
あ
る
と
い
う
特
徴
は
、
本
横
穴
群

で
は
、
玄
室

立
面
形

の
ド
ー
ム
型
系
統

の
も
の
に
で
は
な
く
、

ア
ー
チ
型
系
統

の
も

の
に
付

属
し
て
生
じ
る
要
素
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

２０
‐
２３
号
墳
地
区
に
お
い
て
も
、
配
置
上
か
ら
、

２２
号
墳
を
最
後

の
造
成
と

考
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
が
、
２２
号
墳
を
除

い
た
他

の
三
基
は
、
玄
室

天
丼
部
が
落
盤
し
て
い
て
も
、
遺
存
す
る
奥
壁

の
状
況
か
ら
ド
ー
ム
型
の
系
統

に
属
す
る
こ
と
が
推
定

で
き
る
。
本
横
穴
群

の

一
般
傾
向
と
し
て
、
玄
室
立
面

形
が

ア
ー
テ
型
を
呈
す
る
も

の
は
、ド
ー

ム
型
の
も

の
の
あ
と
に
造
成
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
ふ
し
が
強

い
の
で
あ
る
。
　
し
た
が

っ
て
、　
先
に
分
類
し
た
六
類

の

う
ち
で
、
ま
ず
第
Ⅱ
類
は
、
Ⅲ

・
Ⅳ

。
Ｖ
類
よ
り
編
年
的
に
先
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と
に
な
ら
う
。

３

，
５
号
墳

の
両
墳

の
構
造
は
非
常

に
近
似
し
た
も

の
で
、
と
も
に
第
Ⅳ
類

に
分
類

で
き
る
が
、
そ
の
第
Ⅳ
類

の
９
号
墳
と
第
Ⅲ
類

の
８
号
墳

で
は
平
面
形

が
極
め
て
近
似
し
て
い
る
に
も
か

ゝ
わ
ら
ず
、
立
面
形

で
は
相
異
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
両
者
に
は
、
３

・
５
号
墳
立
面
形
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
明
確

な
特
徴
を
欠
き
、
８
号
墳
玄
門
部
は
羨
道
側
か
ら

み
る
と
四
角
型
の
よ
う
に
も

み
え
る
が
玄
室
側
か
ら
み
る
と
明
ら
か
に

ア
ー
テ
型
に
な
る
と
い
う
曖
味
な
形

態

で
あ
る
し
、
９
号
墳

で
は
玄
門
直
前

の
羨
道
天
丼
部
は
た
し
か
に
四
角
型
を

呈
し
て
い
る
が
、
や
ゝ
前
方

に
移
る
と
側
壁
と
天
丼
壁
に
明
確
な
境
界
が
な
く

ア
ー
チ
型
気
味
と
な

っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
こ
の
両
墳
は
退
化
形
態
と
み
る
こ

と
が
可
能

で
あ
る
。
ま
た
、
第
Ⅳ
類

の
９
号
墳
と
第
Ⅲ
類

の
１０
号
墳
を
比
較
す

る
と
、
平
面
形
や
立
面
形
に
お
い
て
は
差

異
が
み
ら
れ

て
も
、
床
面
周
壁
沿

い

に
残

っ
た
小
濤
状

の
造
成
技
法

の
点

で
は
類
似
し

て
い
る
。
１０
号
墳
の
玄
門
天

井
は
防
空
壕
時
代

に
け
づ
り
と
ら
れ
て
い
る
が
、
側
壁
側

の
上
辺
の
曲
線
か
ら

み
る
と
、

ア
ー
テ
型
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
断
言
は
で
き
な

い
。
こ
の

点

１５
号
墳
玄
門
天
丼
は
、
明
確
な
四
角
型
を
呈
し
、
羨
道
部
が

ア
ー
テ
型
に
属

し
て
い
る
か
ら
、
玄
門

・
羨
道

の
立
面
形
態
に
は
、
た
し
か
に
あ
る
時
期
或

い

は
横
穴
造
成
法

の
あ
る

一
種

の
技
法
と
し

て
、
当
初
か
ら
意
図
さ
れ
た
も

の
で
、

偶
然
的

に
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
た
と
解
す

べ
き

で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
み

て
く

る
と
、
Ⅲ

・
Ⅳ

・
Ｖ
類
の
関
係
は
、
Ⅳ
類
↓
Ｖ
類
↓
Ⅲ
類
と

い
う

変
遷
を
た
ど

っ
た
と

い
う
傾
向
が
よ
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
平
面
形

で
は
き
ゎ

め
て
近
似
す
る
８
号
９
号
墳
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な
編
年
差
を
認
め
る
こ
と
が

正
し
い
か
否
か
と
な
る
と
、
疑
間

の
点

も
残
る
が
、
８

，
９
号
墳

の
造
成
者
あ

る
い
は
被
葬
者
が
同
系
統

の
人
達
か
あ
る
い
は

一
単
位
集
団
内
に
お
い
て
も
よ

り
近

い
親
族
小
集
団
の
関
係
と
み
る
な
ら
ば
、
あ
な
が
ち
無
理

で
も
な
か
ろ
う
。

こ
れ
は
平
面
形
で
は
差
を
み
に
る
が
、
立
面
形
で
は
近
似
す
る
３

・
５
号
墳
に

お
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
云
え
よ
う
。
も
し
、
平
面
形
の
差
果
を
加
味
す
る
な
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ら
ば

、３号墳
・―］９５鵜晦‐―日‐‐５陽陶に８号墳

と
い
う
関
係
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
Ｉ
類
と
Ⅱ
類
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
次
発
据
の
横
穴
で
、
時
期
の

さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
１７

（前
）

１
１８

・
２０

。
２３
号
墳
な
ど
が
、
天
丼
部
落

盤
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
は
た
し
て
Ⅱ
類
と
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
な
か
に
Ｉ

類
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
か
は
、
全
く
推
察
不
可
能
で
あ
る
か
ら
２
号
墳

一
基

を
も

っ
て
、
こ
の
関
係
を
論
ず
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
１２
号
墳
の

ド
ー
ム
型
に
は
、
宝
形
型
の
退
化
を
天
丼
面
に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
何
れ
を
先
と
す
る
か
は
甚
だ
問
題
で
あ
る
と
は
云
え
、
２

・
１２
号
墳
の

両
墳
が
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
Ⅵ
類
が
、

そ
の
他
の
も
の
よ
り
時
期
的
に
お
く
れ
て
造
成
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

前
項
で
す
で
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
以
上
を
整
理
す
る
と
、
本
横
穴

群
二
三
基
中
に
お
け
る
編
年
序
列
は
、

Ｉ

・
Ⅱ
類
↓
Ⅳ
類
↓
Ｖ
類
↓
Ⅲ
類
↓
Ⅵ
類

と
い
う
変
遷
が
大
勢
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
立
面
形

を
重
視
し
て
立
論
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
逆
に
こ
れ
か
ら
平
面
形
の
推
移
を
み

る
と
、
若
干
の
例
外
は
存
す
る
に
し
て
も

一
般
傾
向
と
し
て
は
、
や
は
り
方
形

気
味
の
も
の
↓
長
方
形
の
も
の

（縦
長

・
横
長
）
と
い
う
関
係
が
お
ゝ
よ
そ
見

出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
論
に
は
未
だ
疑
間
が
残

っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
今
次
発
掘
分
の
地
区
に
お
い
て
は
、　
一
般
的
に
下
方
か
ら
上
方

へ
と
推
移
し
た
と
推
定
さ
れ
る
に
、
過
去
の
調
査
分
に
お
い
て
は
、
上
方
か
ら

ら
下
方

へ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
区
の
相
違
が

ど
の
よ
う
な
現
象
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
実
は
末
だ
解
決
し
て
い
な
い
。
将

来

の
課
題
と
し
て
お
こ
う
。

一

ハ

、

　

結

本
横
穴
群
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

側
構
造
上
の
問
題
で
は
、
羨
道
施
設
を
有
す
る
も
の
と
有
し
な
い
も
の
と
の
両

者
が
発
見
さ
れ
、
後
者
は
時
代
的
に
下
降
す
る
こ
と
、
ま
た
横
穴
の
編
年
に

当

っ
て
は
、
玄
室
平
面
形
や
、
玄
室

・
玄
門

・
羨
道
の
立
面
形
態
が

一
つ
の

基
準
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
。

②
改
造
問
題
で
は
、
玄
室
天
丼
落
盤
後
に
さ
え
、
そ
の
奥
に
新
た
に
玄
室
を
造

成
し
て
ま
で
、
埋
葬
を
継
続
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
例

（１７
号
墳
）
が
始
め

て
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

側
規
模
の
問
題
で
は
、　
一
体
埋
葬
し
か
行
な
え
な
い
よ
う
な
小
規
模
な
も
の
が

発
見
さ
れ
、
し
か
も
埋
葬
施
設
と
し
て
の
形
態
を
そ
な
え
て
い
た
こ
と

（１３

号
む

口
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い
技
術
の
問
題
で
は
、
整
正
系
横
穴
の
変
形
形
態
が
始
め
て
発
見

（２
号
墳
）

さ
れ
た
が
、
そ
の
形
態
は
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
整
正
横
穴
の
技
術
を
踏
襲

す
る
も
の
で
は
な
く
―
明
ら
か
に
辺
境
的
で
あ
り
、
こ
の
横
穴
の
造
成
が
、

在
地
の
人
々
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

脩
閉
塞
施
設
の
問
題
で
は
、
玄
室
前
壁
に
み
ら
れ
る
カ
ン
ヌ
キ
穴
状
の
も
の
が

横
穴
葬
制
と
は
関
係
が
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
閉
塞
に
は
板
石
に
よ
る

も
の
と
木
製
蓋
に
よ
る
も
の
と
の
二
類
が
、
本
横
穴
群
で
の
基
本
的
閉
塞
遺

構
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

⑥
遺
物
の
問
題
で
は
、
出
上
し
た
玉
類
の
な
か
に

「松
島

ヒ
ス
イ
」
と
云
わ
れ

る
松
島
丘
陵
産
の
も
の

（■
号
墳
出
土
勾
玉
）
が
あ
り
、
当
時
宮
城
県
で
も

玉
造
り
に
従
事
す
る
工
人
集
団
の
存
在
が
推
察
さ
れ
る
こ
と
。

側
年
代
上
の
問
題
で
は
、
出
土
し
た
提
瓶

・
長
頸
瓶
な
ど
に
よ

っ
て
、
本
横
穴

群
の
開
始
が
七
世
紀
後
半
頃
に
求
め
ら
れ
、
１
号
墳
出
土
の
糸
切
底
の
都
に

よ

っ
て
、
玄
室
天
丼
が
健
全
な
場
合
に
は
平
安
前
期
末
前
後
頃
ま
で
は
存
続

使
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
こ
と
。

な
ど
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
と
こ
ろ
で
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
横
穴
群
の
被
葬
者
が
、

ど
の
よ
う
な
階
層
に
属
し
た
集
団
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
は
こ
の
問
題

を
究
明
す
る
こ
と
は
、
現
状
で
は
か
な
り
難
し
い
こ
と
が
ら
に
属
す
る
。

す
ぐ
れ
た
副
葬
品
を
出
上
し
た
各
地
の
横
穴
群
と
比
し
て
、
そ
分
規
模
の
点

３０

で
は
遜
色
な
く
、
■

・
１９
号
墳
な
ど
は
た
し
か
に
玄
室
規
模
も
壮
大
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
副
葬
品
に
お
い
て
そ
の
性
格
を
証
明
す
べ
き
決
め
手
に
な
る
も
の
が

見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
ゃ

そ
れ
は
、
本
横
穴
群
で
は
閉
塞
施
設
が
完
全
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
の
は

２０
号
墳
の
み
で
、
他
は
完
全
に
開
口
し
て
い
た
か
、
閉
塞
施
設
が
取
り
は
ず
さ

れ
て
玄
室
内
が
攪
乱
さ
れ
て
い
た
・か
の
何
れ
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
云

っ
て
、
副

葬
品
の
大
部
分
が
盗
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
も
こ
の
２０
号
墳
で
さ

え
、
今
次
発
掘
で
出
土
レ
た
副
葬
品
を
も

っ
て
全
て
の
も
の
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
閉
塞
施
設
こ
そ
完
全
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
本
来
の
羨
門
閉
塞
で
は

な
く
、
す
で
に
玄
門
閉
塞
に
移

っ
て
い
た
こ
と
、
玄
室
内
発
見
の
上
師
器
と
玄

門
閉
塞
外
の
羨
道
床
面
上
出
土
の
須
恵
器
が
、
時
期
を
等
し
く
す
る
ヽ
の
で
は

な
く
、
須
恵
器
の
方
が
む
し
ろ
古
い
時
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

点
か
ら
云

っ
て
、
度
重
な
る
追
葬
に
よ

っ
て
古
い
副
葬
品
の
廃
棄
が
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　
一
見
平
凡
に
み
え
る
本
横
穴
群
出
土
品
の
な
か
に
も
、
注

意
す
べ
き
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
提
瓶

・
長
頸
瓶
な
ど
の
奈
良
時
代

以
前
の
須
恵
器
で
あ

っ
て
、
奈
良
時
代
以
降
の
須
恵
器
と
比
し
て
、
質

・
焼
成

と
も
に
す
ぐ
れ
て
い
る

（図
版
第

一
九
）
。
東
北
の
須
恵
器
は
、
奈
良
時
代
に

な
る
と
大
量
生
産
が
実
施
さ
れ
、
宮
城
民
地
方
で
も
た
し
か
に
多
く
の
須
恵
製

作
の
窯
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
以
前
の
須
恵
窯
は
宮
城
県
で
は
未

だ

一
例
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
あ

で
あ

っ
て
、
奈
良
以
前
の
時
期
に
は
須
恵
器

さ
え
も
が
貴
重
な
品
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
須
恵
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３‐

器
は
、
南
方
政
治
圏
か
ら
輸
入
ざ
れ
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
高
級
技
術
を
も

つ

少
数
工
人
達

に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
善
応
寺
横
穴
群

の
被
葬
者
達
は
、
県
内
各
地

の
横
穴

と
同
じ
く
や
は
り
社
会
的
に
あ
る
す
ぐ
れ
た
地
位
を
え

て
い
た
地
元

の
氏
族
集

団
と
解
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上

の
こ
と
は
本
稿

で
は
論
及
を

ひ
か
え
後

日
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

善
応
寺
一異
山

に
見
ら
れ
た
よ
う
な
横
穴
古
墳
群
は
、
仙
台
平
野

の
西
側

の
丘

陵

の
裾

の
凝
灰
岩

の
崖
に
は
各
所

に
見
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
融
台
市
内

で
そ
の

存
在
を
確
認
し
た
も

の
だ
け
で
も
、
富
沢
の
土
手
内
横
穴
言
墳
、
宮
沢

の
宗
禅

寺
横
穴
古
墳
、
越
路

の
向
山
横
穴
古
墳
群
、
岩
切

の
台
屋
敷
横
穴
古
墳
群
、
入

生
沢
横
穴
吉
墳
群

の
五
か
所
を
数
た
（図
版
第

一
）
そ

の
ほ
か
に
も
北
山
東
昌
寺

の
裏

や
越
路

の
鹿
落
坂

に
も
蝦
夷

穴
す
な
わ
ち
横
穴
が
あ

っ
た
こ
と
を

「仙
台

鹿

の
子
」
な
ど
の
吉
地
誌

は
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
以
前
は
市
内
各
所
に
遺

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
宅
地
造
成
な

ど
に
よ

っ
て
多
く
の
も

の
が
破
壊

さ
れ
て
し
ま

い
、
今

日
で
は
善
応
寺
裏
山
以

外

で
は
群
在

の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
だ
。
横
穴
古
墳
が

こ
こ
ほ
ど
沢
山

の
こ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
も
は
や
仙
台
市
内
に
は
な

い
の
で
あ

Ｚ
つ
。さ

き
に
述
べ
た
よ
う
に
善
応
寺
横
穴
古
墳
群
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
は

じ
め
ま
で
に
つ
く
ら
れ
、
九
世
紀
末
ま
で
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
仙
台
平
野
の

住
民
の
墳
墓
で
あ
る
。
当
時
仙
台
平
野
で
横
穴
古
墳
を
作

っ
た
人
々
が
完
全
な

日
本
人

で
あ

っ
た
こ
と
は
富
沢
の
土
手
内
横
穴
古
墳
か
ら
出
土
し
た
人
骨

の
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
末
ま

で
と
い
う
と
、
ち

ょ
う
ど
苗
代
国
家

の
東
北
経
営
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
期

に

つ
く
ら
れ
た
多

賀
城
や
陸
奥
国
分
寺
が
中
央
政
権

の
権
力

の
象
徴

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ

ら
の
横
穴
古
墳
は
現
地
住
民

の
文
化
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
古
代
東
北

の
経
営

の
歴
史
は
中
央
政
府

の
政
治
勢
力

の
東
北
浸
透
と
現
地
住
民

の
文
化
状
態

の
両

面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
善
応
寺
横
穴
古
墳
群
は
こ
の
時

期
に
お
け
る
在
地
民

の
文
化
を
示
す
も

の
と
し
て
、
仙
台
市
内

に
お
い
て
は
他

に
か
け
が
え
の
な

い
遺
跡

で
あ

っ
て
、
貴
重
な
文
化
財
と

い
う

べ
き

で
ぁ
る
。

0        2η
I I I : I

宗禅寺下横穴古墳実測区

＼
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(3) (2)(8) (7)

証斎
藤
忠

「宮
城
県
宮
城
郡
岩
切
村
善
応
寺
裏
山
の
横
穴
」

（考
古
学
雑
誌

第
二
三
巻
三
号
）

伊
東
信
雄

「仙
台
市
内
の
吉
代
遺
跡
」

（仙
台
市
史
３
）

加
藤
孝

・
小
野
力

・
氏
家
和
典

「仙
台
市
燕
沢
善
応
寺
横
穴
古
墳
群
」

（考
古
学
雑
誌
四
八
巻

一
号
）

加
藤
孝

・
小
野
力

・
大
泉
重
治

・
高
僑
栄

一
郎
諸
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

な
お
註
⑪
参
照

「伏
斗
式
」
な
る
用
語
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
七
年
九
月
、
東
北
大
学
工

学
部
建
築
学
科
主
任
教
授
飯
田
須
賀
斯
博
士
の
御
教
示
に
よ
る
。

整
正
横
穴
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
山
本
清

「横
穴
の
形
式
と
時
期
に
つ
い

て
」

（島
根
大
学
論
集

一
一
号
）
よ
り
引
用
。

昭
和
三
六
年
六
月
、
浦
博
士
の
鑑
定
を
仰
ぐ
。
な
お
註
⑤
参
照

「尖
頭

ア
ー
テ
型
」
な
る
用
語
は
、
赤
星
直
忠

「横
穴
の
編
年
に
つ
い
て
」

（鎌
倉
市
史
考
吉
編
）
よ
り
引
用
。

過
年
度
の
調
査
で
は
、
左
奥
隅
壁
が
く
ず
れ
て
い
る
の
に
と
ら
わ
れ
、
平

面
形
の
観
察
に
誤
り
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
観
察
手
落
ち
の
責
任
は
氏

家
に
あ
り
、
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

本
横
穴
は
昭
和
三
六
年
夏
、
氏
家
が
、
加
藤
孝

・
小
野
力

・
工
藤
雅
樹
諸

氏
や
、
宮
城
県
第
二
女
子
高
等
宰
校
社
会
部
生
徒
諸
君
の
援
助
を
え
て
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
書
は
出
し
て
な
い
が
、
氏
家
和

典

「辺
境
に
お
け
る
横
穴
吉
墳
群
の
諸
問
題
」

（日
本
考
古
半
の
諸
問
題
）

に
そ
の
実
測
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
際
に
は
望
号
墳
羨
道
部
の

発
掘
と
、
１５
号
墳
の
実
測
を
も
実
施
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
資
料
で
は
、
も

っ
と
も
長
い
横
穴
は
宮
城
県
松
山
町
亀
井
囲

横
穴
群
の
３
号
墳
で
、
玄
室
奥
室
か
ら
本
来
の
羨
門
部
ま
で

一
二
メ
ー
ト

ル
と
測
定
一し
う
る
。

加
藤
孝

「塩
釜
市
表
杉
の
入
貝
塚
の
研
究
」

（宮
城
学
院
女
子
大
学
研
究

論
文
集
五
）

氏
家
和
典

「陸
奥
国
分
寺
跡
出
土
の
丸
底
郭
を
め
ぐ

っ
て
」

（山
形
県
の

考
吉
と
歴
史

・
柏
倉
亮
吉
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
）

註
側
並
び
に

「陸
奥
国
分
寺
跡
」

（陸
奥
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
委
員
会
編
）

註
側
参
照

註
側
参
照

伊
東
信
雄

「宮
城
県
加
美
郡
上
郷
古
墳
」

（日
本
考
古
学
年
報
４
）
、
土

器
実
測
図
は
註
団
に
掲
載
。

鳥
屋
八
幡
吉
墳
発
掘
調
査
団

「宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
鳥
屋
八
幡
古
墳
発

掘
調
査
報
告
」

橙
崎
彰

一

「後
期
古
墳
時
代
の
諸
段
階
」

（名
古
屋
大
学
文
学
部

一
〇
周

年
記
念
論
集
）
。

「須
恵
器
編
年
図
表
」

（日
本
の
考
古
学
吉
墳
時
代
下
）

註

側
参
照

昭
和
三
六
年
六
月
、
大
森
博
士
の
鑑
定
を
仰
ぐ
。
な
お
註
⑪
並
び
に
氏
家

和
典

「横
穴
古
墳
に
み
ら
れ
る
古
代
東
北
開
拓
の
様
相
」

（吉
代
文
化

一

六
巻
三
号
）
参
照

松
山
町
教
育
委
員
会
主
催
で
昭
和
三
八
ｔ
四
〇
年
、
佐
々
久

・
茂
庭
邦
元

・
加
藤
孝
の
諸
氏
と
発
掘
調
査
。
‐そ
の
成
果
の

一
部
は
氏
家
和
典

「辺
境

911  20 (10  110  (19  110
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に
お
け
る
横
穴
古
墳
群
の
諸
問
題
」

（日
本
考
古
学
の
諸
問
題
）
、

「東

北
の
横
穴
」

（考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
６
旦こ
―
な
ど
に
所
載
。

佐
々
木
茂
槙

「宮
城
県
涌
谷
町
追
戸
Ｂ
地
区
横
穴
古
瑣
群
」

（仙
台
湾
周

辺
の
考
古
学
的
研
究

・
宮
城
県
の
地
理
と
歴
史
３
）

上
畑
岡
横
穴
古
墳
発
掘
調
査
団

「宮
城
県
栗
原
郡
若
柳
町
上
畑
岡
大
立
横

穴
古
墳
群
発
掘
報
告
」

註
⑥
参
照

た
だ
８
号
墳
の
み
は
鴨
確
で
は
な
い
。
そ
れ
は
該
当
す
る
部
分
の
壁
面
が

完
全
に
崩
壊
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ヌ
キ
穴
の
上
辺
の
壁
面
か
ら

落
盤
し
た
と
思
え
ば
そ
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
カ
ン

ヌ
キ
穴
の
壁
面
の
部
分
さ
え
も
遺
存
し
て
い
な
い
。

加
藤
孝

「陸
前
利
府
村
菅
谷
道
安
寺
横
穴
吉
墳
肉
経
塚
」

（日
本
考
古
学

協
会
第
３２
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
）

註
②
参
照

昭
和

三
八
年
暮
、
宮
沢
橋
か
け
か
え
の
際
の
道
路
工
事
で
発
見
さ
れ
、
伊

東

・
氏
家

・
佐
藤
宏

一
が
調
査
し
た
が
、
遺
物
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

註
②
参
照

註
②
参
照
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図

版

第

一

仙台市 内横穴古墳分布図

1-善応寺横穴群,2-土 手内横穴,3-宗 禅寺下横穴,4-向 山横穴群
5-台屋敷横穴群,6-入 生沢横穴群



図

版

第

二

(1)横穴群周辺地域全景 (南方より望む。中央の森が善応寺裏

山,その裏か ら左へかけて鶴が谷団地 )

(2)今次発掘地点周辺



図

版

第

二

(1)横穴の開口状況 (中央が 6号墳玄門,左は 5号墳 )

(2)11号墳閉塞石の状況



図

版

第

四

(1)■号墳閉塞石の状況

(2)12号墳の状況 (左側で積石の下 にかか る土器 は蓋 1/A)
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版

第

五

(1)16号墳の発掘状況

(2)16号墳玄門状況
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版
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六

(1)16号墳玄室内の状況

(2)16,17号墳の状況 (右が16号墳 )



図

版

第

七

(1)17号墳閉塞石の状況

(2)17号墳碧玉製管玉出土状況



図

版

第

八

(1)17号墳長頸瓶出土状況

(2)17号墳長頸瓶出土状況



図

版

第

九

(2)13号墳状況 (閉塞石をとりはずしたところ)(1)18号 墳状況

(3)18号墳玄室・玄門状況
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一

〇

19号墳開口部の状況 19号墳開口直前の状況

(3)19号墳玄門状況



図
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一

(1)19号墳玄室内より外方を望む

(2)19号墳玄室前壁並びに天丼の状況



図
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一

二

(1)19号墳天丼部の状況

(2)19号墳側壁ののみ痕
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(1)19号墳玄室内刀子出土状況

螺士
■
携
一

(2)20号墳閉塞状況
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一

四

(1)20号墳閉塞状況 (表か ら)

(2)20号墳閉塞状況 (裏か ら)



図

版

第

一

五

(1)20号墳玄室内塊 の出土状況

(2)20号墳玄室内郭蓋の出土状況
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六

(1)21号墳状況

(2)22号墳状況
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七

(1)23号墳閉塞石の状況

(2)23号墳玄室内の雰出土状況
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八

出土土器 (土師器 1～ 4,須 恵器 5・ 6)

1・ 2-23号墳出土,3-8号 墳出土,4-20号墳出土,5-17号墳出土

6-20号墳出土
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九

2

8

出土須恵器長頸瓶 (1-17号墳,2-23号 墳,3-20号 墳 )
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，
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2´-4--17号墳 )出土須恵器 (1-21号墳 ,
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一

(1)刀子 (上-19号墳,下-23号墳 )

(2)鉄製輪 (左-18号墳,右-17号墳)

玉類 (上段は勾玉,左の 2つはメノウ,右は松島ヒ
^イ

,

下段左の12イ固はガラス/jヽ玉, 中はメノウ製丸玉,右は碧玉

製管玉)

(3)
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(推 1～ 6は横穴埋没の推定で きるもの。

改 1～ 4は横穴がすでに他の施設に改造

された もの。 )

横 穴 分 布 状 況
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横 穴 の 配 置 図 そ の 1 (各横穴の立面図は玄門前端で切断したもの)
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横 穴 実 測 図 そ の 1
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・ 雅̀穴 実測図その 3
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横 穴 実 測 図 そ の 4
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横 穴 実 測 図・.そ の 5
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横 穴 実 測 図 そ の 6
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横 穴 実 測 図 そ の 7
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出 土 土 器 実 測 図  土師器 (1～ 14),須恵器 (15～ 10

1～ 4-1号 墳,5・ 13。 14-8号墳,6-13号墳
7～ 9。 18-23号墳,10～ 12-20号墳 ,

15。 16-12号墳,17-17号墳
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19-17号墳前室玄門部出土

20-23号墳羨門部出土
出 土 須 恵 器 実 測 図
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出 土 須 恵 器 実 測 図 21-20号墳羨道部出土

23--8号墳    //

22-21号墳羨道部出土

24-17号墳   ″
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25。 26-17号墳羨道部出土
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出 土 須 恵 器 実 測 図
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(1)出 土 須 恵 器 実 測 図 27～30-16・ 17号羨道部出土
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(2)出 土 遺 物 実 測 図

鉄鉄 (1～ 3-23号墳,4-8号 墳, 5-19号墳),鉄製輪 (6-17号墳, 7-18号墳 )

勾玉 (8・ 9-メ ノウ製,10-碧玉製,11号墳),管 玉 (11-碧玉製,17号墳),

丸玉 (12-メ ノウ製,17号増),金 環 (13-金銅製,19号墳 )
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鉄 刀 ・ 刀 子 実 測 図  (1-8号 墳,2-19号墳,3-23号墳)
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